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１．内航船員の現状
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H20リーマンショックによる貨物輸送量減、燃料価格の上昇

H3バブル崩壊、貨物船不況による係船急増

内航船員数の推移

・内航船員は、船舶数の減少等に伴って、４０年間で約７万１千人から約２万８千人へと減少。
・この間、内航船は、大型化・省力化等が進展し、輸送効率が向上（平均トン数 242トン→712トン）。
・一方で内航船の輸送量は、景気変動による増減はあるが、傾向としてはバブル期を頂点になだらかに減少。

第二次オイルショック(S53) →エネルギー転換による油送船輸送量の大幅
減

第一次オイルショック(S48) →輸送量の大幅減
57,484万トン(S48) →44,830万トン(S49)(22.0%減）。

57,484(S48)

（平均G/T（総㌧））

3



1,797 1,842 1,851 1,880 1,953 2,051 2,204 2,427 2,539 2,758 

1,638 1,638 1,703 1,719 1,693 1,762 1,843 2,058 2,134 2,254 
2,354 2,202 2,028 1,896 1,801 1,788 1,787 1,820 1,950 2,067 
2,441 2,436 2,464 2,396 2,449 2,392 2,331 2,265 2,145 2,110 

2,868 2,820 2,676 2,651 2,623 2,610 2,569 2,673 2,659 2,714 

3,516 3,293 3,152 3,078 2,983 2,905 2,899 2,808 2,864 2,839 

5,281 
4,863 

4,371 
3,882 3,789 3,529 3,506 3,305 3,109 3,064 

6,480 
6,039 

5,516 
5,206 4,889 4,538 4,318 4,222 3,907 3,679 

3,705 
4,100 

4,407 
4,556 5,041 5,294 5,621 5,918 6,341 6,363 

〔30,080〕
〔29,233〕

〔28,168〕
〔27,264〕 〔27,221〕 〔26,869〕 〔27,078〕

〔27,496〕 〔27,648〕 〔27,848〕

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

60～

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

～24

（人）

18.0%

47.1%

内航船員の年齢階層別船員数の推移

出典：海事局調べによる。
注：船員数は、各年10月1日現在の乗組員数と予備船員数を合計したものであり、非雇用船員を含んでいない数字である。

船員数は、外国人（永住者等）を含んだ数字である。
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53.0%
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内航船員（貨物船）の年齢階層別船員数の推移

出典：海事局調べによる。
注：船員数は、各年10月1日現在の乗組員数と予備船員数を合計したものであり、非雇用船員を含んでいない数字である。

船員数は、外国人(永住者等）を含んだ数字である。
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内航船員（旅客船）の年齢階層別船員数の推移
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出典：海事局調べによる。
注：船員数は、各年10月1日現在の乗組員数と予備船員数を合計したものであり、非雇用船員を含んでいない数字である。

船員数は、外国人(永住者等）を含んだ数字である。
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内航船員の年齢構成（事業者規模別）

出典：海事局調べ（2017年10月1日時点）

 小規模事業者（管理船舶３隻未満且つ雇用船員20人未満）において、 50歳以上の船員は、非・
小規模事業者に比して割合が高い。

 特に内航貨物においては、60歳以上が30歳未満の割合を大きく上回り、また、50歳以上の船員
で６割を占める。

内航旅客

内航貨物

60％ 50％

46％

27％

小規模事業者 1,071社（平均総㌧数：523㌧）、 非小規模事業者 368社（平均総㌧数：1,556㌧）
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海上技術学校等 水産・海洋高校（専攻科含む） 商船系高専 民間新６級 水産系大学 海大新６級 商船系大学 東海大学

内航船員新規就業者数の現状

海事局調べによる。
内航には旅客船を含む。
海上技術学校等：海上技術学校、海上技術短期大学校、海技大学校（海上技術学校・短大からの進学コース）
海大新６級：海技大学校で実施していた６級コース（平成19年度～平成28年度）
民間新６級：民間養成施設で実施している６級コース（平成21年度創設）

○ これまでの取組により、海上技術学校や水産・海洋高校等の卒業生を中心に、新規学卒者の内航への就職は増加傾向。
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２．外航船員の現状
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日本商船隊の運航隻数及び日本籍船の推移

【日本籍船の減少の主な理由】
✓ Ｓ６０のプラザ合意以降の円高に

伴う日本人船員と外国人船員の
コスト差の拡大

Ｈ２５
・トン数標準税制の拡充
（準日本船舶の対象化）

船舶の隻数 為替（USドル/円）

Ｈ１１
・外国人船員承認制度の導入

（船長及び機関長を日本人とすることが要件）

Ｈ１８
・外国人船員承認制度の拡大

（船長及び機関長を日本人とする要件を撤廃）

Ｈ２１
・トン数標準税制の導入

Ｈ８
・国際船舶制度の導入
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【機密性２】
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外航日本人船員の現状と課題

※船員数は乗組員数と予備員数を合計したものであり、わが国の船舶所有者に雇用されている船員である。出典：海事局調べ（平成１７年までは船員統計）

プラザ合意後の急速な円高等によるコスト競争力の喪失から、外国人船員への依存が進み、３５年間でピーク時の約５万７千人か
ら約２,２００人へと減少。

経済安全保障等の観点から、計画的な日本人船員の確保・育成が必要

更なる円高（平成7年4月19日：1ドル＝79円75銭（史上最高値）を記録）

プラザ合意（昭和６０年）後の急激な円高に伴い、｢外航船員緊急雇用対策｣（昭和62年）
が実施され、外航日本人船員の内航分野への再雇用が行われた。

変動為替相場性への移行に伴うドル円レートの引き上げ（昭和４６年）による円高基調が、外航海運業の収支構造が悪化。オイ
ルショック（昭和４８年）が海運不況に追い打ち。このため、外航海運業は経費削減を迫られ、便宜置籍国に転籍して外国籍船に
して、税金・人件費削減等の経営効率化を図り、外国人船員への置き換えが始まった。

諸外国でトン数標準税制導入が進むなど我が国外航海運業
に厳しい競争環境下に置かれ、引き続き日本人船員減少

日本人船員数が下げ止まり
船員数ピーク

船・機長２名配乗要件
を撤廃（平成１９年）

トン数標準税制導入（平成２０年度）に伴い、日本船舶・船員確保計画認定制度創設

引き続き、ドル円レート引き上げられ、日本人船員のコストが上昇し、
日本人船員の外国人船員への置き換えが進展した。

国際船舶制度（日本籍外航船舶のうち特に重要なものに対する登録免許税、固定
資産税の軽減措置）を導入

船舶職員法を改正し、承認船員制度の導入を図り、船・機長以外の船舶職員につい
て、承認を受けた外国人船員の配乗を可能とした。（平成１１年）
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【機密性２】
日本商船隊における国籍別船員比率

出典：全日本海員組合調べにより海事局作成

・2017年では約96％が外国人、特にフィリ ピン人船員に大きく依存している状況にあり、
70%以上を占めている。

総計 56,261人
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外航船員新規就業者数の推移

・海事局調べによる。
・海上技術学校等：海上技術学校、海上技術短期大学校、海技大学校
・一般大卒（新3級）については、海大新3級課程の入学者数を計上
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【機密性２】
外航基幹職員養成事業（外航日本人船員確保・育成スキーム）

スキーム図

前年の就職活動期

乗船研修

訓 練 期 間〔 1 年 間 〕

就 職

外航船員を目指す若年者に対し、即戦力として求められるキャリア形成を支援するための訓練（座学研修と乗船研
修）に係る支援を行うことにより、外航船員としての雇用促進を図る。また、合同面談会において、雇用に関する情報交
換等も行っている。

訓練生の選定

スキームの流れ

中小船社

即戦力としての実務経験を有する船員の採用
国際競争に晒されている中小船社においては、

自社の事業規模では新規学卒者の育成が困難な
ため即戦力が求められる。

外航船員を目指す若年者

中小船社へ就職が困難
外航船員を目指す若年者が三級海技士資格を取

得したとしても、即戦力としての実務経験を有してい
ないため中小船社への就職が困難。

官労使により外航日本人船員（海技者）
確保・育成スキームを実施

［合同面談会］
外航船員を目指す若
年者と中小船社の
マッチング促進

座学研修

船員教育機関

国際条約で求められている各種
資格に係る講習を受講

英会話や甲板・機関作業管理
に関する能力を習得

○国の補助
○労使により乗船研修の実施及び研修手
当の負担○労使により開催費用の負担

10月～12月末 翌年1月～9月末

外航商船

国際航海に従事する外航商船に
定員外で乗船させ、外航船員の
実務経験を習得

平成31年度予算額：28百万円
（平成30年度予算額：26百万円）

○ 即戦力としての実務経験を有することにより、外航船員と
しての就職機会が拡大

○ 若年船員への海技の伝承

効
果

実
績

これまでに１４２人に対し研修を実施 14



３．船員の確保・育成について
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船員の月間有効求人・求職数及び有効求人倍率の推移
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地域別の有効求人倍率

（期間中の各月の求人数の平均が250件以上）

（期間中の各月の求人数の平均が100～250件）

（期間中の各月の求人数の平均が100件未満）

 【凡例】
 期間中の各月の求人数の平均が
 ・100件未満

 ・100～250件

 ・250件以上 ○地域別の有効求人倍率は、求人数が多いところで高くな
り、求人数の少ないところで低くなる傾向にある（例外：九
州）。

○求人数が特に高い四国、中国は、小規模事業者・一杯船
主が多い地域。
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局別数値

		有効求人倍率の推移 ユウコウ キュウジン バイリツ スイイ

				①平成29年の年間平均値 ヘイセイ ネン ネンカン ヘイキン チ

						有効求人数 ユウコウ キュウジンスウ		有効求職数 ユウコウ キュウショクスウ		有効求人倍率 ユウコウ キュウジン バイリツ

				H29.1		2,152		1,005		2.14

				H29.2		2,340		987		2.37

				H29.3		2,499		1,109		2.25

				H29.4		2,348		1,049		2.24

				H29.5		2,159		947		2.28

				H29.6		2,274		1,012		2.25

				H29.7		2,260		994		2.27

				H29.8		2,310		952		2.43

				H29.9		2,275		958		2.37

				H29.10		2,263		913		2.48

				H29.11		2,203		899		2.45

				H29.12		2,237		903		2.48

				年計 ネン ケイ		27,320		11,728		2.33

				②局別前年同月比 キョク ベツ ゼンネン ドウゲツヒ

						有効求人数 ユウコウ キュウジンスウ																								前年同月比　※求人 ゼンネン ドウゲツヒ キュウジン

						北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ		全国計 ゼンコク ケイ		北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ		全国計 ゼンコク ケイ

				H27.1		58		82		10		329		129		203		73		376		553		540		15		2,368

				H27.2		50		91		16		310		114		168		59		369		581		510		25		2,293

				H27.3		95		95		15		339		147		222		85		423		622		526		26		2,595

				H27.4		85		85		26		307		123		184		82		322		579		466		25		2,284

				H27.5		100		84		27		303		142		188		81		294		529		413		14		2,175

				H27.6		76		100		37		303		112		154		62		302		521		421		19		2,107

				H27.7		92		98		34		356		145		145		74		356		490		427		23		2,240

				H27.8		79		87		31		323		128		161		75		364		585		429		26		2,288

				H27.9		79		78		25		289		109		182		98		344		557		359		23		2,143

				H27.10		84		93		19		322		119		192		99		343		585		402		31		2,289

				H27.11		68		92		21		337		119		198		94		333		553		389		26		2,230

				H27.12		89		78		20		331		137		174		88		334		506		378		26		2,161

				H28.1		96		69		21		340		166		187		89		326		551		439		26		2,310		1.66		0.84		2.10		1.03		1.29		0.92		1.22		0.87		1.00		0.81		1.73		0.98

				H28.2		116		96		24		347		137		159		107		373		557		471		33		2,420		2.32		1.05		1.50		1.12		1.20		0.95		1.81		1.01		0.96		0.92		1.32		1.06

				H28.3		96		91		27		333		153		199		114		409		690		526		31		2,669		1.01		0.96		1.80		0.98		1.04		0.90		1.34		0.97		1.11		1.00		1.19		1.03

				H28.4		102		91		29		348		127		177		98		397		628		469		31		2,497		1.20		1.07		1.12		1.13		1.03		0.96		1.20		1.23		1.08		1.01		1.24		1.09

				H28.5		90		95		29		313		92		200		99		364		564		445		25		2,316		0.90		1.13		1.07		1.03		0.65		1.06		1.22		1.24		1.07		1.08		1.79		1.06

				H28.6		88		100		29		237		100		161		108		338		532		389		26		2,108		1.16		1.00		0.78		0.78		0.89		1.05		1.74		1.12		1.02		0.92		1.37		1.00

				H28.7		93		77		23		257		101		188		116		320		505		404		24		2,108		1.01		0.79		0.68		0.72		0.70		1.30		1.57		0.90		1.03		0.95		1.04		0.94

				H28.8		63		90		27		265		133		193		120		326		505		421		38		2,181		0.80		1.03		0.87		0.82		1.04		1.20		1.60		0.90		0.86		0.98		1.46		0.95

				H28.9		58		94		31		251		116		174		124		361		480		392		34		2,115		0.73		1.21		1.24		0.87		1.06		0.96		1.27		1.05		0.86		1.09		1.48		0.99

				H28.10		58		82		31		307		94		160		106		344		457		394		24		2,057		0.69		0.88		1.63		0.95		0.79		0.83		1.07		1.00		0.78		0.98		0.77		0.90

				H28.11		59		83		29		288		93		145		90		349		476		394		14		2,020		0.87		0.90		1.38		0.85		0.78		0.73		0.96		1.05		0.86		1.01		0.54		0.91

				H28.12		63		76		23		300		106		175		72		374		463		421		18		2,091		0.71		0.97		1.15		0.91		0.77		1.01		0.82		1.12		0.92		1.11		0.69		0.97

				H29.1		60		66		24		274		131		179		71		370		504		449		24		2,152		0.63		0.96		1.14		0.81		0.79		0.96		0.80		1.13		0.91		1.02		0.92		0.93

				H29.2		72		88		28		289		147		174		84		393		596		440		29		2,340		0.62		0.92		1.17		0.83		1.07		1.09		0.79		1.05		1.07		0.93		0.88		0.97

				H29.3		73		69		66		325		119		200		87		453		634		448		25		2,499		0.76		0.76		2.44		0.98		0.78		1.01		0.76		1.11		0.92		0.85		0.81		0.94

				H29.4		60		69		67		321		123		173		72		439		589		420		15		2,348		0.59		0.76		2.31		0.92		0.97		0.98		0.73		1.11		0.94		0.90		0.48		0.94

				H29.5		51		76		25		291		103		198		73		383		524		419		16		2,159		0.57		0.80		0.86		0.93		1.12		0.99		0.74		1.05		0.93		0.94		0.64		0.93

				H29.6		63		78		21		304		121		196		68		416		528		457		22		2,274		0.72		0.78		0.72		1.28		1.21		1.22		0.63		1.23		0.99		1.17		0.85		1.08

				H29.7		59		90		18		290		135		206		67		370		543		458		24		2,260		0.63		1.17		0.78		1.13		1.34		1.10		0.58		1.16		1.08		1.13		1.00		1.07

				H29.8		58		107		14		310		129		198		85		362		580		451		16		2,310		0.92		1.19		0.52		1.17		0.97		1.03		0.71		1.11		1.15		1.07		0.42		1.06

				H29.9		52		109		26		294		132		179		92		391		508		482		10		2,275		0.90		1.16		0.84		1.17		1.14		1.03		0.74		1.08		1.06		1.23		0.29		1.08

				H29.10		46		83		21		315		91		203		99		384		529		479		13		2,263		0.79		1.01		0.68		1.03		0.97		1.27		0.93		1.12		1.16		1.22		0.54		1.10

				H29.11		33		77		18		277		114		204		86		380		518		481		15		2,203		0.56		0.93		0.62		0.96		1.23		1.41		0.96		1.09		1.09		1.22		1.07		1.09

				H29.12		42		77		21		301		132		225		80		364		527		455		13		2,237		0.67		1.01		0.91		1.00		1.25		1.29		1.11		0.97		1.14		1.08		0.72		1.07

				H30.1		50		80		15		283		134		222		86		396		550		464		12		2,292		0.83		1.21		0.63		1.03		1.02		1.24		1.21		1.07		1.09		1.03		0.50		1.07

				H30.2		70		72		12		311		120		187		80		422		595		470		14		2,353		0.97		0.82		0.43		1.08		0.82		1.07		0.95		1.07		1.00		1.07		0.48		1.01

				H30.3		81		76		14		317		120		176		92		426		593		502		15		2,412		1.11		1.10		0.21		0.98		1.01		0.88		1.06		0.94		0.94		1.12		0.60		0.97

				H30.4		61		78		9		327		126		192		83		401		526		472		22		2,297		1.02		1.13		0.13		1.02		1.02		1.11		1.15		0.91		0.89		1.12		1.47		0.98

				H30.5		66		75		12		321		139		152		84		374		552		498		14		2,287		1.29		0.99		0.48		1.10		1.35		0.77		1.15		0.98		1.05		1.19		0.88		1.06

				H30.6		45		97		14		309		134		180		76		363		573		443		11		2,245		0.71		1.24		0.67		1.02		1.11		0.92		1.12		0.87		1.09		0.97		0.50		0.99

























						有効求職数 ユウコウ キュウショク カズ																								前年同月比　※求職 ゼンネン ドウゲツヒ キュウショク

						北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ		全国計 ゼンコク ケイ		北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ		全国計 ゼンコク ケイ

				H27.1		42		151		25		89		51		55		39		93		135		419		28		1,127

				H27.2		46		153		27		100		56		65		38		105		125		402		39		1,156

				H27.3		45		165		23		106		54		63		45		105		131		391		37		1,165

				H27.4		38		183		23		103		64		50		38		96		147		392		21		1,155

				H27.5		48		178		20		106		52		54		44		92		144		359		17		1,114

				H27.6		67		157		26		109		47		61		49		102		141		375		26		1,160

				H27.7		51		185		31		107		44		55		48		91		129		388		25		1,154

				H27.8		44		174		32		98		47		47		48		83		124		393		29		1,119

				H27.9		51		163		32		94		57		47		44		79		124		423		34		1,148

				H27.10		42		158		29		102		60		46		53		84		122		438		35		1,169

				H27.11		44		133		35		113		50		46		46		85		131		450		30		1,163

				H27.12		44		133		28		107		48		44		42		84		126		414		29		1,099

				H28.1		50		135		22		104		41		48		38		79		133		407		37		1,094		1.19		0.89		0.88		1.17		0.80		0.87		0.97		0.85		0.99		0.97		1.32		0.97

				H28.2		49		135		29		109		54		52		48		82		122		419		35		1,134		1.07		0.88		1.07		1.09		0.96		0.80		1.26		0.78		0.98		1.04		0.90		0.98

				H28.3		51		157		32		116		56		66		58		77		132		460		29		1,234		1.13		0.95		1.39		1.09		1.04		1.05		1.29		0.73		1.01		1.18		0.78		1.06

				H28.4		49		153		26		110		52		61		61		85		145		463		24		1,229		1.29		0.84		1.13		1.07		0.81		1.22		1.61		0.89		0.99		1.18		1.14		1.06

				H28.5		50		170		27		109		44		47		49		94		131		410		20		1,151		1.04		0.96		1.35		1.03		0.85		0.87		1.11		1.02		0.91		1.14		1.18		1.03

				H28.6		50		156		27		101		45		44		44		98		121		387		17		1,090		0.75		0.99		1.04		0.93		0.96		0.72		0.90		0.96		0.86		1.03		0.65		0.94

				H28.7		58		141		21		88		46		54		38		92		111		387		16		1,052		1.14		0.76		0.68		0.82		1.05		0.98		0.79		1.01		0.86		1.00		0.64		0.91

				H28.8		53		134		21		90		45		52		36		90		120		385		17		1,043		1.20		0.77		0.66		0.92		0.96		1.11		0.75		1.08		0.97		0.98		0.59		0.93

				H28.9		61		145		17		97		45		49		41		98		121		407		16		1,097		1.20		0.89		0.53		1.03		0.79		1.04		0.93		1.24		0.98		0.96		0.47		0.96

				H28.10		55		139		24		73		40		49		48		94		125		394		19		1,060		1.31		0.88		0.83		0.72		0.67		1.07		0.91		1.12		1.02		0.90		0.54		0.91

				H28.11		42		114		24		74		37		43		39		83		115		401		19		991		0.95		0.86		0.69		0.65		0.74		0.93		0.85		0.98		0.88		0.89		0.63		0.85

				H28.12		47		107		19		67		39		40		35		93		120		400		16		983		1.07		0.80		0.68		0.63		0.81		0.91		0.83		1.11		0.95		0.97		0.55		0.89

				H29.1		50		112		18		67		44		44		39		96		126		394		15		1,005		1.00		0.83		0.82		0.64		1.07		0.92		1.03		1.22		0.95		0.97		0.41		0.92

				H29.2		54		106		21		70		36		52		45		91		127		370		15		987		1.10		0.79		0.72		0.64		0.67		1.00		0.94		1.11		1.04		0.88		0.43		0.87

				H29.3		46		137		23		75		52		67		52		79		126		429		23		1,109		0.90		0.87		0.72		0.65		0.93		1.02		0.90		1.03		0.95		0.93		0.79		0.90

				H29.4		40		137		14		73		53		69		44		86		116		394		23		1,049		0.82		0.90		0.54		0.66		1.02		1.13		0.72		1.01		0.80		0.85		0.96		0.85

				H29.5		36		116		16		72		44		63		39		75		111		360		15		947		0.72		0.68		0.59		0.66		1.00		1.34		0.80		0.80		0.85		0.88		0.75		0.82

				H29.6		47		123		19		78		44		60		37		85		114		389		16		1,012		0.94		0.79		0.70		0.77		0.98		1.36		0.84		0.87		0.94		1.01		0.94		0.93

				H29.7		44		131		20		77		42		64		42		75		113		367		19		994		0.76		0.93		0.95		0.88		0.91		1.19		1.11		0.82		1.02		0.95		1.19		0.94

				H29.8		44		140		19		68		39		50		49		84		104		337		18		952		0.83		1.04		0.90		0.76		0.87		0.96		1.36		0.93		0.87		0.88		1.06		0.91

				H29.9		43		131		19		76		42		50		39		88		107		354		9		958		0.70		0.90		1.12		0.78		0.93		1.02		0.95		0.90		0.88		0.87		0.56		0.87

				H29.10		43		102		20		82		37		46		43		82		97		348		13		913		0.78		0.73		0.83		1.12		0.93		0.94		0.90		0.87		0.78		0.88		0.68		0.86

				H29.11		39		108		18		74		37		47		38		82		101		340		15		899		0.93		0.95		0.75		1.00		1.00		1.09		0.97		0.99		0.88		0.85		0.79		0.91

				H29.12		45		114		19		71		29		48		34		78		113		341		11		903		0.96		1.07		1.00		1.06		0.74		1.20		0.97		0.84		0.94		0.85		0.69		0.92

				H30.1		50		123		19		76		31		48		30		91		127		381		18		994		1.00		1.10		1.06		1.13		0.70		1.09		0.77		0.95		1.01		0.97		1.20		0.99

				H30.2		52		123		17		84		34		41		34		101		124		355		17		982		0.96		1.16		0.81		1.20		0.94		0.79		0.76		1.11		0.98		0.96		1.13		0.99

				H30.3		50		137		24		95		32		40		42		93		127		385		10		1,035		0.93		1.29		1.14		1.36		0.89		0.77		0.93		1.02		1.00		1.04		0.67		1.05

				H30.4		39		139		21		80		30		42		46		95		116		341		17		966		0.85		1.01		0.91		1.07		0.58		0.63		0.88		1.20		0.92		0.79		0.74		0.87

				H30.5		34		152		14		83		37		43		39		85		114		362		19		982		0.85		1.11		1.00		1.14		0.70		0.62		0.89		0.99		0.98		0.92		0.83		0.94

				H30.6		33		152		13		76		36		41		42		72		110		357		19		951		0.92		1.31		0.81		1.06		0.82		0.65		1.08		0.96		0.99		0.99		1.27		1.00























						有効求人倍率 ユウコウ キュウジン バイリツ																								前年同月比　※求人倍率 ゼンネン ドウゲツヒ キュウジン バイリツ

						北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ		全国計 ゼンコク ケイ		北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ		全国計 ゼンコク ケイ

				H27.1		1.38		0.54		0.40		3.70		2.53		3.69		1.87		4.04		4.10		1.29		0.54		2.10

				H27.2		1.09		0.59		0.59		3.10		2.04		2.58		1.55		3.51		4.65		1.27		0.64		1.98

				H27.3		2.11		0.58		0.65		3.20		2.72		3.52		1.89		4.03		4.75		1.35		0.70		2.23

				H27.4		2.24		0.46		1.13		2.98		1.92		3.68		2.16		3.35		3.94		1.19		1.19		1.98

				H27.5		2.08		0.47		1.35		2.86		2.73		3.48		1.84		3.20		3.67		1.15		0.82		1.95

				H27.6		1.13		0.64		1.42		2.78		2.38		2.52		1.27		2.96		3.70		1.12		0.73		1.82

				H27.7		1.80		0.53		1.10		3.33		3.30		2.64		1.54		3.91		3.80		1.10		0.92		1.94

				H27.8		1.80		0.50		0.97		3.30		2.72		3.43		1.56		4.39		4.72		1.09		0.90		2.04

				H27.9		1.55		0.48		0.78		3.07		1.91		3.87		2.23		4.35		4.49		0.85		0.68		1.87

				H27.10		2.00		0.59		0.66		3.16		1.98		4.17		1.87		4.08		4.80		0.92		0.89		1.96

				H27.11		1.55		0.69		0.60		2.98		2.38		4.30		2.04		3.92		4.22		0.86		0.87		1.92

				H27.12		2.02		0.59		0.71		3.09		2.85		3.95		2.10		3.98		4.02		0.91		0.90		1.97

				H28.1		1.92		0.51		0.95		3.27		4.05		3.90		2.34		4.13		4.14		1.08		0.70		2.11		1.39		0.94		2.39		0.88		1.60		1.06		1.25		1.02		1.01		0.84		1.31		1.00

				H28.2		2.37		0.71		0.83		3.18		2.54		3.06		2.23		4.55		4.57		1.12		0.94		2.13		2.18		1.20		1.40		1.03		1.25		1.18		1.44		1.29		0.98		0.89		1.47		1.08

				H28.3		1.88		0.58		0.84		2.87		2.73		3.02		1.97		5.31		5.23		1.14		1.07		2.16		0.89		1.01		1.29		0.90		1.00		0.86		1.04		1.32		1.10		0.85		1.52		0.97

				H28.4		2.08		0.59		1.12		3.16		2.44		2.90		1.61		4.67		4.33		1.01		1.29		2.03		0.93		1.28		0.99		1.06		1.27		0.79		0.74		1.39		1.10		0.85		1.09		1.03

				H28.5		1.80		0.56		1.07		2.87		2.09		4.26		2.02		3.87		4.31		1.09		1.25		2.01		0.86		1.18		0.80		1.00		0.77		1.22		1.10		1.21		1.17		0.94		1.52		1.03

				H28.6		1.76		0.64		1.07		2.35		2.22		3.66		2.45		3.45		4.40		1.01		1.53		1.93		1.55		1.01		0.75		0.84		0.93		1.45		1.94		1.16		1.19		0.90		2.09		1.06

				H28.7		1.60		0.55		1.10		2.92		2.20		3.48		3.05		3.48		4.55		1.04		1.50		2.00		0.89		1.03		1.00		0.88		0.67		1.32		1.98		0.89		1.20		0.95		1.63		1.03

				H28.8		1.19		0.67		1.29		2.94		2.96		3.71		3.33		3.62		4.21		1.09		2.24		2.09		0.66		1.34		1.33		0.89		1.09		1.08		2.13		0.83		0.89		1.00		2.49		1.02

				H28.9		0.95		0.65		1.82		2.59		2.58		3.55		3.02		3.68		3.97		0.96		2.13		1.93		0.61		1.35		2.33		0.84		1.35		0.92		1.36		0.85		0.88		1.13		3.14		1.03

				H28.10		1.05		0.59		1.29		4.21		2.35		3.27		2.21		3.66		3.66		1.00		1.26		1.94		0.53		1.00		1.97		1.33		1.18		0.78		1.18		0.90		0.76		1.09		1.43		0.99

				H28.11		1.40		0.73		1.21		3.89		2.51		3.37		2.31		4.20		4.14		0.98		0.74		2.04		0.91		1.05		2.01		1.30		1.06		0.78		1.13		1.07		0.98		1.14		0.85		1.06

				H28.12		1.34		0.71		1.21		4.48		2.72		4.38		2.06		4.02		3.86		1.05		1.13		2.13		0.66		1.21		1.69		1.45		0.95		1.11		0.98		1.01		0.96		1.15		1.25		1.08

				H29.1		1.20		0.59		1.33		4.09		2.98		4.07		1.82		3.85		4.00		1.14		1.60		2.14		0.63		1.15		1.40		1.25		0.74		1.04		0.78		0.93		0.97		1.06		2.28		1.01

				H29.2		1.33		0.83		1.33		4.13		4.08		3.35		1.87		4.32		4.69		1.19		1.93		2.37		0.56		1.17		1.61		1.30		1.61		1.09		0.84		0.95		1.03		1.06		2.05		1.11

				H29.3		1.59		0.50		2.87		4.33		2.29		2.99		1.67		5.73		5.03		1.04		1.09		2.25		0.84		0.87		3.40		1.51		0.84		0.99		0.85		1.08		0.96		0.91		1.02		1.04

				H29.4		1.50		0.50		4.79		4.40		2.32		2.51		1.64		5.10		5.08		1.07		0.65		2.24		0.72		0.85		4.29		1.39		0.95		0.86		1.02		1.09		1.17		1.05		0.50		1.10

				H29.5		1.42		0.66		1.56		4.04		2.34		3.14		1.87		5.11		4.72		1.16		1.07		2.28		0.79		1.17		1.45		1.41		1.12		0.74		0.93		1.32		1.10		1.07		0.85		1.13

				H29.6		1.34		0.63		1.11		3.90		2.75		3.27		1.84		4.89		4.63		1.17		1.38		2.25		0.76		0.99		1.03		1.66		1.24		0.89		0.75		1.42		1.05		1.17		0.90		1.16

				H29.7		1.34		0.69		0.90		3.77		3.21		3.22		1.60		4.93		4.81		1.25		1.26		2.27		0.84		1.26		0.82		1.29		1.46		0.92		0.52		1.42		1.06		1.20		0.84		1.13

				H29.8		1.32		0.76		0.74		4.56		3.31		3.96		1.73		4.31		5.58		1.34		0.89		2.43		1.11		1.14		0.57		1.55		1.12		1.07		0.52		1.19		1.33		1.22		0.40		1.16

				H29.9		1.21		0.83		1.37		3.87		3.14		3.58		2.36		4.44		4.75		1.36		1.11		2.37		1.27		1.28		0.75		1.49		1.22		1.01		0.78		1.21		1.20		1.41		0.52		1.23

				H29.10		1.07		0.81		1.05		3.84		2.46		4.41		2.30		4.68		5.45		1.38		1.00		2.48		1.01		1.38		0.81		0.91		1.05		1.35		1.04		1.28		1.49		1.38		0.79		1.28

				H29.11		0.85		0.71		1.00		3.74		3.08		4.34		2.26		4.63		5.13		1.41		1.00		2.45		0.60		0.98		0.83		0.96		1.23		1.29		0.98		1.10		1.24		1.44		1.36		1.20

				H29.12		0.93		0.68		1.11		4.24		4.55		4.69		2.35		4.67		4.66		1.33		1.18		2.48		0.70		0.95		0.91		0.95		1.67		1.07		1.14		1.16		1.21		1.27		1.05		1.16

				H30.1		1.00		0.65		0.79		3.72		4.32		4.63		2.87		4.35		4.33		1.22		0.67		2.31		0.83		1.10		0.59		0.91		1.45		1.14		1.57		1.13		1.08		1.07		0.42		1.08

				H30.2		1.35		0.59		0.71		3.70		3.53		4.56		2.35		4.18		4.80		1.32		0.82		2.40		1.01		0.71		0.53		0.90		0.86		1.36		1.26		0.97		1.02		1.11		0.43		1.01

				H30.3		1.62		0.55		0.58		3.34		3.75		4.40		2.19		4.58		4.67		1.30		1.50		2.33		1.02		1.10		0.20		0.77		1.64		1.47		1.31		0.80		0.93		1.25		1.38		1.03

				H30.4		1.56		0.56		0.43		4.09		4.20		4.57		1.80		4.22		4.53		1.38		1.29		2.38		1.04		1.11		0.09		0.93		1.81		1.82		1.10		0.83		0.89		1.30		1.98		1.06

				H30.5		1.94		0.49		0.86		3.87		3.76		3.53		2.15		4.40		4.84		1.38		0.74		2.33		1.37		0.75		0.55		0.96		1.60		1.12		1.15		0.86		1.03		1.18		0.69		1.02

				H30.6		1.36		0.64		1.08		4.07		3.72		4.39		1.81		5.04		5.21		1.24		0.58		2.36		1.02		1.01		0.97		1.04		1.35		1.34		0.98		1.03		1.12		1.06		0.42		1.05

				平均求人件数 ヘイキン キュウジン ケンスウ

						北海道 ホッカイドウ		東北 トウホク		北信 ホクシン		関東　 カントウ		中部 チュウブ		近畿 キンキ		神戸 コウベ		中国 チュウゴク		四国 シコク		九州 キュウシュウ		沖縄 オキナワ

				H28.6		88		100		29		237		100		161		108		338		532		389		26

				H28.7		93		77		23		257		101		188		116		320		505		404		24

				H28.8		63		90		27		265		133		193		120		326		505		421		38

				H28.9		58		94		31		251		116		174		124		361		480		392		34

				H28.10		58		82		31		307		94		160		106		344		457		394		24

				H28.11		59		83		29		288		93		145		90		349		476		394		14

				H28.12		63		76		23		300		106		175		72		374		463		421		18

				H29.1		60		66		24		274		131		179		71		370		504		449		24

				H29.2		72		88		28		289		147		174		84		393		596		440		29

				H29.3		73		69		66		325		119		200		87		453		634		448		25

				H29.4		60		69		67		321		123		173		72		439		589		420		15

				H29.5		51		76		25		291		103		198		73		383		524		419		16

				H29.6		63		78		21		304		121		196		68		416		528		457		22

				H29.7		59		90		18		290		135		206		67		370		543		458		24

				H29.8		58		107		14		310		129		198		85		362		580		451		16

				H29.9		52		109		26		294		132		179		92		391		508		482		10

				H29.10		46		83		21		315		91		203		99		384		529		479		13

				H29.11		33		77		18		277		114		204		86		380		518		481		15

				H29.12		42		77		21		301		132		225		80		364		527		455		13

				H30.1		50		80		15		283		134		222		86		396		550		464		12

				H30.2		70		72		12		311		120		187		80		422		595		470		14

				H30.3		81		76		14		317		120		176		92		426		593		502		15

				H30.4		61		78		9		327		126		192		83		401		526		472		22

				H30.5		66		75		12		321		139		152		84		374		552		498		14

				H30.6		45		97		14		309		134		180		76		363		573		443		11

				平均 ヘイキン		60.96		82.76		24.72		294.56		119.72		185.6		88.04		379.96		535.48		444.12		19.52

				青字 アオ ジ		小 チイ

				緑字 ミドリ ジ		中 チュウ

				赤字 アカジ		大 オオ





グラフ

																																																																						 【凡例】

																																																																						 期間中の各月の求人数の平均が

																																																																						 ・100件未満

																																																																						 ・100～250件

																																																																						 ・250件以上



北海道運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	63	59	58	52	46	33	42	50	70	81	61	66	45	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	47	44	44	43	43	39	45	50	52	50	39	34	33	有効求人倍率	1.3404255319148937	1.3409090909090908	1.3181818181818181	1.2093023255813953	1.069767441860465	0.84615384615384615	0.93333333333333335	1	1.3461538461538463	1.62	1.5641025641025641	1.9411764705882353	1.3636363636363635	九州運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	457	458	451	482	479	481	455	464	470	502	472	498	443	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	389	367	337	354	348	340	341	381	355	385	341	362	357	有効求人倍率	1.1748071979434447	1.2479564032697548	1.3382789317507418	1.3615819209039548	1.3764367816091954	1.4147058823529413	1.3343108504398826	1.2178477690288714	1.323943661971831	1.3038961038961039	1.3841642228739004	1.3756906077348066	1.2408963585434174	沖縄総合事務局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	22	24	16	10	13	15	13	12	14	15	22	14	11	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	16	19	18	9	13	15	11	18	17	10	17	19	19	有効求人倍率	1.375	1.263157894736842	0.88888888888888884	1.1111111111111112	1	1	1.1818181818181819	0.66666666666666663	0.82352941176470584	1.5	1.2941176470588236	0.73684210526315785	0.57894736842105265	有効求人数推移

北海道	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	88	93	63	58	58	59	63	60	72	73	60	51	63	59	58	52	46	33	42	50	70	81	61	66	45	東北	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	100	77	90	94	82	83	76	66	88	69	69	76	78	90	107	109	83	77	77	80	72	76	78	75	97	北信	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	29	23	27	31	31	29	23	24	28	66	67	25	21	18	14	26	21	18	21	15	12	14	9	12	14	関東　	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	237	257	265	251	307	288	300	274	289	325	321	291	304	290	310	294	315	277	301	283	311	317	327	321	309	中部	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	100	101	133	116	94	93	106	131	147	119	123	103	121	135	129	132	91	114	132	134	120	120	126	139	134	近畿	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	161	188	193	174	160	145	175	179	174	200	173	198	196	206	198	179	203	204	225	222	187	176	192	152	180	神戸	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	108	116	120	124	106	90	72	71	84	87	72	73	68	67	85	92	99	86	80	86	80	92	83	84	76	中国	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	338	320	326	361	344	349	374	370	393	453	439	383	416	370	362	391	384	380	364	396	422	426	401	374	363	四国	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	532	505	505	480	457	476	463	504	596	634	589	524	528	543	580	508	529	518	527	550	595	593	526	552	573	九州	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	389	404	421	392	394	394	421	449	440	448	420	419	457	458	451	482	479	481	455	464	470	502	472	498	443	沖縄	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	26	24	38	34	24	14	18	24	29	25	15	16	22	24	16	10	13	15	13	12	14	15	22	14	11	有効求職数推移

北海道	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	50	58	53	61	55	42	47	50	54	46	40	36	47	44	44	43	43	39	45	50	52	50	39	34	33	東北	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	156	141	134	145	139	114	107	112	106	137	137	116	123	131	140	131	102	108	114	123	123	137	139	152	152	北信	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	27	21	21	17	24	24	19	18	21	23	14	16	19	20	19	19	20	18	19	19	17	24	21	14	13	関東　	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	101	88	90	97	73	74	67	67	70	75	73	72	78	77	68	76	82	74	71	76	84	95	80	83	76	中部	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	45	46	45	45	40	37	39	44	36	52	53	44	44	42	39	42	37	37	29	31	34	32	30	37	36	近畿	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	44	54	52	49	49	43	40	44	52	67	69	63	60	64	50	50	46	47	48	48	41	40	42	43	41	神戸	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	44	38	36	41	48	39	35	39	45	52	44	39	37	42	49	39	43	38	34	30	34	42	46	39	42	中国	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	98	92	90	98	94	83	93	96	91	79	86	75	85	75	84	88	82	82	78	91	101	93	95	85	72	四国	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	121	111	120	121	125	115	120	126	127	126	116	111	114	113	104	107	97	101	113	127	124	127	116	114	110	九州	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	387	387	385	407	394	401	400	394	370	429	394	360	389	367	337	354	348	340	341	381	355	385	341	362	357	沖縄	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	17	16	17	16	19	19	16	15	15	23	23	15	16	19	18	9	13	15	11	18	17	10	17	19	19	有効求人倍率推移

北海道	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	1.76	1.603448275862069	1.1886792452830188	0.95081967213114749	1.0545454545454545	1.4047619047619047	1.3404255319148937	1.2	1.3333333333333333	1.5869565217391304	1.5	1.4166666666666667	1.3404255319148937	1.3409090909090908	1.3181818181818181	1.2093023255813953	1.069767441860465	0.84615384615384615	0.93333333333333335	1	1.3461538461538463	1.62	1.5641025641025641	1.9411764705882353	1.3636363636363635	東北	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	0.64102564102564108	0.54609929078014185	0.67164179104477617	0.64827586206896548	0.58992805755395683	0.72807017543859653	0.71028037383177567	0.5892857142857143	0.83018867924528306	0.5036496350364964	0.5036496350364964	0.65517241379310343	0.63414634146341464	0.68702290076335881	0.76428571428571423	0.83206106870229013	0.81372549019607843	0.71296296296296291	0.67543859649122806	0.65040650406504064	0.58536585365853655	0.55474452554744524	0.5611510791366906	0.49342105263157893	0.63815789473684215	北信	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	1.0740740740740742	1.0952380952380953	1.2857142857142858	1.8235294117647058	1.2916666666666667	1.2083333333333333	1.2105263157894737	1.3333333333333333	1.3333333333333333	2.8695652173913042	4.7857142857142856	1.5625	1.1052631578947369	0.9	0.73684210526315785	1.368421052631579	1.05	1	1.1052631578947369	0.78947368421052633	0.70588235294117652	0.58333333333333337	0.42857142857142855	0.8571428571428571	1.0769230769230769	関東　	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	2.3465346534653464	2.9204545454545454	2.9444444444444446	2.5876288659793816	4.2054794520547949	3.8918918918918921	4.4776119402985071	4.08955223880597	4.128571428571429	4.333333333333333	4.397260273972603	4.041666666666667	3.8974358974358974	3.7662337662337664	4.5588235294117645	3.8684210526315788	3.8414634146341462	3.7432432432432434	4.23943661971831	3.7236842105263159	3.7023809523809526	3.3368421052631581	4.0875000000000004	3.8674698795180724	4.0657894736842106	中部	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	2.2222222222222223	2.1956521739130435	2.9555555555555557	2.5777777777777779	2.35	2.5135135135135136	2.7179487179487181	2.9772727272727271	4.083333333333333	2.2884615384615383	2.3207547169811322	2.3409090909090908	2.75	3.2142857142857144	3.3076923076923075	3.1428571428571428	2.4594594594594597	3.0810810810810811	4.5517241379310347	4.32258064516129	3.5294117647058822	3.75	4.2	3.7567567567567566	3.7222222222222223	近畿	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	3.6590909090909092	3.4814814814814814	3.7115384615384617	3.5510204081632653	3.2653061224489797	3.3720930232558142	4.375	4.0681818181818183	3.3461538461538463	2.9850746268656718	2.5072463768115942	3.1428571428571428	3.2666666666666666	3.21875	3.96	3.58	4.4130434782608692	4.3404255319148932	4.6875	4.625	4.5609756097560972	4.4000000000000004	4.5714285714285712	3.5348837209302326	4.3902439024390247	神戸	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	2.4545454545454546	3.0526315789473686	3.3333333333333335	3.024390243902439	2.2083333333333335	2.3076923076923075	2.0571428571428569	1.8205128205128205	1.8666666666666667	1.6730769230769231	1.6363636363636365	1.8717948717948718	1.8378378378378379	1.5952380952380953	1.7346938775510203	2.358974358974359	2.3023255813953489	2.263157894736842	2.3529411764705883	2.8666666666666667	2.3529411764705883	2.1904761904761907	1.8043478260869565	2.1538461538461537	1.8095238095238095	中国	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	3.4489795918367347	3.4782608695652173	3.6222222222222222	3.6836734693877551	3.6595744680851063	4.2048192771084336	4.021505376344086	3.8541666666666665	4.3186813186813184	5.7341772151898738	5.1046511627906979	5.1066666666666665	4.8941176470588239	4.9333333333333336	4.3095238095238093	4.4431818181818183	4.6829268292682924	4.6341463414634143	4.666666666666667	4.3516483516483513	4.1782178217821784	4.580645161290323	4.2210526315789476	4.4000000000000004	5.041666666666667	四国	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	4.3966942148760326	4.5495495495495497	4.208333333333333	3.9669421487603307	3.6560000000000001	4.1391304347826088	3.8583333333333334	4	4.6929133858267713	5.0317460317460316	5.0775862068965516	4.7207207207207205	4.6315789473684212	4.8053097345132745	5.5769230769230766	4.7476635514018692	5.4536082474226806	5.1287128712871288	4.663716814159292	4.3307086614173231	4.7983870967741939	4.6692913385826769	4.5344827586206895	4.8421052631578947	5.209090909090909	九州	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	1.0051679586563307	1.0439276485788114	1.0935064935064935	0.96314496314496312	1	0.98254364089775559	1.0525	1.1395939086294415	1.1891891891891893	1.0442890442890442	1.0659898477157361	1.163888888888889	1.1748071979434447	1.2479564032697548	1.3382789317507418	1.3615819209039548	1.3764367816091954	1.4147058823529413	1.3343108504398826	1.2178477690288714	1.323943661971831	1.3038961038961039	1.3841642228739004	1.3756906077348066	1.2408963585434174	沖縄	H28.6	H28.7	H28.8	H28.9	H28.10	H28.11	H28.12	H29.1	H29.2	H29.3	H29.4	H29.5	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	1.5294117647058822	1.5	2.2352941176470589	2.125	1.263157894736842	0.73684210526315785	1.125	1.6	1.9333333333333333	1.0869565217391304	0.65217391304347827	1.0666666666666667	1.375	1.263157894736842	0.88888888888888884	1.1111111111111112	1	1	1.1818181818181819	0.66666666666666663	0.82352941176470584	1.5	1.2941176470588236	0.73684210526315785	0.57894736842105265	東北運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	78	90	107	109	83	77	77	80	72	76	78	75	97	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	123	131	140	131	102	108	114	123	123	137	139	152	152	有効求人倍率	0.63414634146341464	0.68702290076335881	0.76428571428571423	0.83206106870229013	0.81372549019607843	0.71296296296296291	0.67543859649122806	0.65040650406504064	0.58536585365853655	0.55474452554744524	0.5611510791366906	0.49342105263157893	0.63815789473684215	北陸信越運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	21	18	14	26	21	18	21	15	12	14	9	12	14	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	19	20	19	19	20	18	19	19	17	24	21	14	13	有効求人倍率	1.1052631578947369	0.9	0.73684210526315785	1.368421052631579	1.05	1	1.1052631578947369	0.78947368421052633	0.70588235294117652	0.58333333333333337	0.42857142857142855	0.8571428571428571	1.0769230769230769	関東運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	304	290	310	294	315	277	301	283	311	317	327	321	309	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	78	77	68	76	82	74	71	76	84	95	80	83	76	有効求人倍率	3.8974358974358974	3.7662337662337664	4.5588235294117645	3.8684210526315788	3.8414634146341462	3.7432432432432434	4.23943661971831	3.7236842105263159	3.7023809523809526	3.3368421052631581	4.0875000000000004	3.8674698795180724	4.0657894736842106	中部運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	121	135	129	132	91	114	132	134	120	120	126	139	134	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	44	42	39	42	37	37	29	31	34	32	30	37	36	有効求人倍率	2.3409090909090908	2.75	3.2142857142857144	3.3076923076923075	3.1428571428571428	2.4594594594594597	3.0810810810810811	4.5517241379310347	4.32258064516129	3.5294117647058822	3.75	4.2	3.7567567567567566	近畿運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	196	206	198	179	203	204	225	222	187	176	192	152	180	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	60	64	50	50	46	47	48	48	41	40	42	43	41	有効求人倍率	3.2666666666666666	3.21875	3.96	3.58	4.4130434782608692	4.3404255319148932	4.6875	4.625	4.5609756097560972	4.4000000000000004	4.5714285714285712	3.5348837209302326	4.3902439024390247	神戸運輸監理部

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	68	67	85	92	99	86	80	86	80	92	83	84	76	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	37	42	49	39	43	38	34	30	34	42	46	39	42	有効求人倍率	1.8378378378378379	1.5952380952380953	1.7346938775510203	2.358974358974359	2.3023255813953489	2.263157894736842	2.3529411764705883	2.8666666666666667	2.3529411764705883	2.1904761904761907	1.8043478260869565	2.1538461538461537	1.8095238095238095	中国運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	416	370	362	391	384	380	364	396	422	426	401	374	363	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	85	75	84	88	82	82	78	91	101	93	95	85	72	有効求人倍率	4.8941176470588239	4.9333333333333336	4.3095238095238093	4.4431818181818183	4.6829268292682924	4.6341463414634143	4.666666666666667	4.3516483516483513	4.1782178217821784	4.580645161290323	4.2210526315789476	4.4000000000000004	5.041666666666667	四国運輸局

求人数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	528	543	580	508	529	518	527	550	595	593	526	552	573	求職数	H29.6	H29.7	H29.8	H29.9	H29.10	H29.11	H29.12	H30.1	H30.2	H30.3	H30.4	H30.5	H30.6	114	113	104	107	97	101	113	127	124	127	116	114	110	有効求人倍率	4.6315789473684212	4.8053097345132745	5.5769230769230766	4.7476635514018692	5.4536082474226806	5.1287128712871288	4.663716814159292	4.3307086614173231	4.7983870967741939	4.6692913385826769	4.5344827586206895	4.8421052631578947	5.209090909090909	（期間中の各月の求人数の平均が100件未満）

（期間中の各月の求人数の平均が100～250件）

（期間中の各月の求人数の平均が250件以上）





資格別、トン級別の求人等の状況

２級

7件
３級

119件

４級

1304件

５級

2370件

６級

1904件

不要

773件

全体 6477件

(社)

(社)

地方運輸局（船員職業安定窓口）における
H29年度 新規求人件数（内航・商船等）

（必要資格：海技免状別）

出典：H29年度 船員職業安定業務管理システム

不足が懸念されている船員（４級～６級）の
トン数別内訳

出典：海事局調べ（H28年）
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船員職業安定窓口等で感じる最近の求職・求人状況

○ 商船求職者は、エリア外企業との間で成立する傾向。漁船を下りて商船への希望者が増加。＜北海道＞
○ 求職者の紹介を受けても、給与や休暇等の条件が折り合わないことが多い。＜神戸＞
○ 未経験の求職者が毎月一定数（一桁台）ある状況。＜近畿＞

【求職者の状況】

船員

【船員派遣】 業として行う場合は、許可制

○ 機関部船員の求人が一段と顕著。＜東北、関東、中国、四国＞
○ 機関部船員の求人は、圧倒的に有資格者かつ経験者が多い。＜関東＞
○ ケミカル等の危険物船は、希望者が少ないうえに資格が必要であるため、特に紹介に苦労している。＜中国＞
○ 求人票を提出しても決まらず、定期的に提出する事業者が増えている。＜九州＞
○ 以前は殆ど求人票の提出がなかった旅客船事業者からの求人も増えている。＜九州＞

【求人者の状況】

○ 新規学卒採用後の定着率がよくない（特に水産高校。免状持ちでも３年で３割程度辞めるとの声もあり。）。
○ 新規学卒者の船員を選択しない理由は、「長期乗船」「船内インターネット環境不備」が大勢を占める状況。
○ 同じ高校卒の近い年代の先輩がいるところは定着しやすい。
○ 未経験者を採用しても、結局職場環境に順応できず、１年もたないことが多い。
○ 退職理由は「年上の乗組員とのコミュニケーションの難しさ」「給料面の不満」が多い。
○ 年金を受給しつつ比較的安い給料で働いてくれるベテラン船員が多く、この方達がいなくなるとかなり厳しい。
○ すべての事業者において船員不足となっているわけではなく、「現状で丁度良い」と感じている会社もある。

【その他船員不足について聞かれる声】

（地方運輸局の
主なコメント）



海技教育機構の養成定員・受験倍率
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海技教育機構の海上求人数と就職率
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海技教育機構の卒業生の進路状況

海技学校・海技短大卒業者における進路状況の割合（平成２５年度～２９年度計）

海技学校
652人

内航
469人（72%）

外航
7人（1%）

カーフェリー/
旅客船

48人（7%）

官公庁
20人（3%）

水産系
10人（2%）

外航
13人（1%）

内航
835人（73%）

カーフェリー/
旅客船

173人（15%）

官公庁
50人（4%）

水産系
20人（2%）

海技短大
1,142人

進学（海事関連分野）
98人（15%）

進学（海事関連分野）
51 人（4%）

（参考）船員教育機関別 内航業界就
職者の割合（平成２９年度）

商船系大学
11人（1%）

商船系高専
94人（10%）

東海大学
8人（1%）

・海上技術学校
・海上技術短期大学校
・海技大学校
（海技学校・短大からの

進学者）
349人（36%）

民間新６級
103人（10%）

東京海洋大学
水産専攻科

15人（1.5%）

水産大学校
16人（1.5%）

水産高校
（含：専攻科）
375人（39%）

合 計
971人
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海技教育機構の求人及び就職状況（平成29年度）
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海技教育機構卒業後の動向（定着状況）

• 海上技術学校及び海上技術短期大学校の卒業後の定着状況について、海上職、陸上職を含め、
卒業生が現在勤めている会社が最初の会社か、転職した会社かを、学校別及び卒業年次毎に集
計（有効回答者数297名（アンケート対象となる卒業生総数1,071名））。

• 集計結果は、厚生労働省調べの新規学卒就職者の卒業後３年までの離職率とほぼ同じ傾向を示
している。また、卒業後３年と５年の在職率にさほど差がないことから、３年を過ぎればその会社に落
ち着く傾向が伺える。

【卒業生の在職率】 【新規学卒就職者の卒業後３年以内の
在職率（厚生労働省調べ）】

出典：海技教育機構の卒業生に対する卒業後の動向に関するアンケート調査結果(平成28年１月29日） 24



海技教育機構卒業後の動向（転職者の状況）

• 平成23年度に実施した調査の結果と比較すると、他の船社に転職する割合がやや高くなっている
が、卒業後３年、５年の者でも、海上技術学校の卒業生で８割、海上技術短期大学では９割の者
が、海上職を続けている。

【卒業年次毎の転職者の状況（転職者は96名）】 【平成23年実施 卒業年次毎の 転職者の状況
（転職者は85名）】

出典：海技教育機構の卒業生に対する卒業後の動向に関するアンケート調査結果(平成28年１月29日）
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海技教育機構卒業後の動向（転職の理由）

• 転職者96名の転職理由は次のとおり。
• 「人間関係がうまくいかなかった」を選択した者が45名と最も多く、次に休暇（28名）、時間外労働
（27名）、給与（16名）など、労働条件を理由とする回答が続いた。

• 「その他」としては、パワハラ・セクハラ（10名）、地元へ（５名）など、提示した選択肢との重複もあっ
たが、会社倒産や経営危機等（４名）、解雇（４名）、腰痛（２名）などもあげられていた。

【転職した理由 （複数回答）】

出典：海技教育機構の卒業生に対する卒業後の動向に関するアンケート調査結果(平成28年１月29日）
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内航における船員確保に係る取り組み（例）

めざせ！海技者セミナーの開催

○ 各地方運輸局等の主催により、各地域にて、海運事業者と求職者等（海技教育機構や海洋系高校の学生等）
を一同に会した企業説明会及び就職面接会を開催。

○ 合わせて、船員志望者の裾野拡大のための海事産業のＰＲ（就職セミナー）を実施。

＜平成30年度開催状況＞
東京（6/10）、福岡（6/13）、札幌（7/10）、仙台（7/13）、今治（9/22）、静岡（1/19予定）、神戸（2/9予定）

各地域における内航若年船員確保推進対策の実施

○ 海運組合、船員教育機関、地方運輸局等で構成され、各地域に設置される協議会（海事産業次世代人材育成
推進協議会等）において、若年船員確保を図るため、次の取り組みを実施。

＜取り組みの例＞
 水産系高校の学生を対象としたインターンシップの実施
 一般高校や中学校での海事産業のＰＲ（出前講座）の実施
 高校生や小中学生を対象とした体験乗船や船内見学会の実施 等

民間型６級海技士短期養成課程の実施

○ 尾道海技学院（広島）、九州海技学院（熊本）において、船員教育機関以外の出身者が６級海技士の資格を
短期（※）で取得することができる６級海技士短期養成課程（座学2.5月、乗船実習２月）を実施。

※ 当該課程修了者は、６級海技士取得に必要な２年の乗船履歴が８月（上記乗船実習２月を含む）に短縮される。

○ 上記乗船実習は、内航事業者の協力を得て、社船にて実施している。
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めざせ！海技者セミナーの開催について

 若年船員の確保・育成

 船員志望者の裾野の拡大

開催回数 参加事業者数（延べ） 参加者数（延べ）

平成３０年度 ６ 階 ２０２ 者 １，０９９ 名

（2/8 東京、2/9 神戸にて開催予定）

平成２９年度 ８ 回 ２８０ 者 １，４２９ 名

平成２８年度 ８ 回 ２７２ 者 １，４０７ 名

平成２７年度 ７ 回 １８４ 者 １，１６０ 名

平成２６年度 ７ 回 １６４ 者 １，００９ 名

「海技者セミナー」の開催

○ 企業説明会
各企業のセールスポイントをアピール。

○ 就職面接会
雇用のマッチングを図る。

○ 就職セミナー
海事産業をＰＲし裾野の拡大を図る。

札幌

東京

静岡

神戸
福岡

今治

開催結果

業界団体と協力し、全国各地で
「海技者セミナー」を開催 仙台

 海運事業者と求職者のマッチングを図り、海運事業者が若年船員の確保・育成を推進するために、船員を目指

す海技教育機構、商船系大学、商船系高専、海洋系高校の学生等をターゲットとし、海運事業者及び求職者等

が一堂に会する企業説明会、就職面接会を実施。

 また、若年船員の確保・育成、船員志望者の裾野を拡大するため、就職セミナーを開催し、海事産業をＰＲ。

実施すべき課題 具体的な施策
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若年内航船員確保推進事業（段階に応じた取組み例）

内航船員への就職志望者を増加させる取組
就職段階（水産系高校生、若年自衛官、その他就職段階の若年層）

保護者や教員に対する
説明会

就業体験
（インターンシップ）

企業説明会・就職面接会

選択基準としての
勤労観・職業観の確立

船員志望の機会に資する取組
進路段階（一般高校生、中学生）

興味・関心に基づく
勤労観・職業観の形成

オープンスクール

海事産業に対する理解醸成に資する取組

理解醸成段階（小学生高学年）

海事教育推進に関する取組

出前講座

身の回りの仕事や環境へ
の興味・関心の向上

体験乗船・
海事施設見学会
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【主な検討事項】 ○ 教育内容の高度化等のあり方 ○ 海技教育機構における養成等の規模のあり方

○ 海技教育機構の自己収入のあり方 ○ 効率的な船員養成のあり方 等

船員養成の改革の推進について

●内航未来創造プラン（H29.6）
・海技短大(専修科)への重点化
・４級課程を航機両用教育から

航・機専科教育に移行
・養成定員を５００名に段階的に拡大

●財務省予算執行調査（H29.6）
・海技短大の運営の重点化
・海技短大において専科教育に移行
・受益者負担の拡大

小
樽

宮
古

清
水

館
山

唐
津

口
之
津

波
方

海上技術短期大学校（３校）
海

技

教

育

機

構

海上技術学校（４校）

◆４級、高卒対象

■修業期間２年

◆４級、中卒対象

■修業期間３年６月

250名

140名

●海技教育機構 学校の配置

【スケジュール（予定）】

船員養成の改革に関する検討会（10/24設置）

船員養成に関する各種指摘事項

 四面を海に囲われた我が国において、海上輸送は国民生活や経済活動に不可欠の存在であり、その担い手である船員の
養成は重要な課題

• 業界のニーズや最近の技術革新等に適応した優秀な船員の養成や、内航船員の高齢化の進展による船員不足へ
の対応が必要

• 我が国の基幹的な船員養成機関である独立行政法人海技教育機構は、厳しい財政状況を踏まえた効率化や、自己
収入の拡大の要請等の諸課題に直面

今後とも優秀な船員養成を安定的・持続的に実施するための海技教育機構のあり方についての検討が必要

第１回 （本年10月 24日） 第４回 （本年12月） ２０１９年～ ２０２０年 6月頃

機構の現状と課題 第一次中間とりまとめ 随時、中間とりまとめ実施 最終とりまとめ

2021年度～

第四期中期計画

背景・課題
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４．内航船員の働き方改革
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交通政策審議会海事分科会第１０７回船員部会(H30.12.21開催)にて委員へのお願い

各委員へのお願い（内航船員の働き方について）

○ 日本経済の再生、生産年齢人口減少への対応等の観点から、官邸や厚生労働省を中心として「働き方改
革」に関する議論や対応が進められている。これは、働く人の視点に立って、労働制度の抜本改革を行い、
企業文化や風土も含めて変えようとするチャレンジであり、これまで長年議論されてきたものの結論を得るこ
とができなかった〝罰則付きの時間外労働の上限規制″について、労働界と産業界とが合意した上で法制
化を実現するなど、スピードと実行性ある形で必要な取組みが進められているところである。

○ 船員については、海上労働の特殊性から、陸上職とは異なる労働制度（国際条約、国内法令等）となって
いるため、上記の「働き方改革」の議論においては取り上げられていないが、特に内航船員については、昨
年６月に取りまとめられた「内航未来創造プラン」の中で「船員の待遇改善を図ることが課題」とされており、
現に内航業界からも、「高齢船員がリタイアした後の人材確保、事業継続に不安を感じる」、「依然として労働
環境が厳しく、若年層にとって魅力的な職場となっていないのではないか」、「小型船においては既に採用難
に陥っている」等の声が寄せられている状況にある。

○ 今後、内航海運業が将来にわたり我が国の経済社会の安定と成長を担いうる産業として発展していくた
めには、内航船員という職業を、労働市場において陸上職と伍していける魅力ある職業へと変えていく必要
がある。このためまずは、労働界と産業界がともに危機感を共有し、陸上職における取組みも参考にしつ
つ、働く人＝内航船員の視点に立った「働き方改革」に関する具体的な議論を進めていく必要があるのでは
ないか。

○ 各委員のお考えをご披露いただきたいので、来年２月下旬（注：２月２０日開催予定）に開催する当部会に
おいて下記の観点等からご発言をお願いします。

（例）・内航船員の視点に立った「働き方改革」のあり方
（労働時間の把握・管理、休暇の取得、健康の確保 等）

・特に若者や女性の目線から求められる取組み
・労働界、産業界それぞれにおける実情、課題
・海上労働の特殊性、海運独特の慣習との関係 等
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内航海運事業を継続していく上での課題等

 内航海運業を今後も継続していくにあたっての課題としては、約４割の事業者が「船員確保が困難」としており、
船員を継続的に確保していくことが出来るかどうかが事業継続上の最大の課題となっている。このため、船員
を確保出来ない事業者が今後事業の継続を断念し、事業者数はさらに減少する可能性がある。これに次ぐ課
題としては、「将来の見通しが不透明」、「船舶の建造・修繕に係る資金確保が困難」等となっている。

3.8%

1.3%

2.0%

11.7%

20.9%

23.7%

36.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

⑦特になし

⑥継続を考えていない（5年以内に事

業廃止予定）

⑤その他

④後継者の不在

③船舶の建造・代替・修繕に係る資

金確保が困難である

②輸送需要自体が先細り（将来の見

通しが不透明）

①船員確保が困難である

（複数回答有）

１．内航海運の課題等

内航海運業を継続していく上での課題 （「内航海運事業実態調査」結果より）

｢内航未来創造プラン参考資料｣より抜粋

33



 若年船員の確保・育成のためには、「船員の雇用条件(給与・報酬)の向上」、「船員の就労条件(乗船期間や休暇)の向上」、「船
員の労働負荷低減(荷役作業の見直し等)」、「船員の居住・育成環境の改善（代替建造又は船舶改造等）」が必要とする事業者
も多数となっており、まず、内航海運業をさらに魅力的な業界とするとともに、船員の待遇改善を図ることが課題である。

 事業者間で連携して船員の確保・育成に取り組む事業者に対する支援措置としては、「教育訓練委託費等の必要な経費への
助成」を求める事業者が多く、次いで「船員派遣事業の許可基準の緩和」、「在籍出向の要件の緩和」となっており、船員育成コ
ストの負担や船員派遣事業への参入拡大等が課題となっている。

新人船員確保・育成の課題等の改善策 事業者連携に取り組む事業者への支援措置

（複数回答有） （複数回答有）

１．内航海運の課題等

船員確保の現状 （「内航海運事業実態調査」結果より）

｢内航未来創造プラン参考資料｣より抜粋
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 内航海運事業者が今後求める取組としては、「若年船員の確保育成支援」、「規制緩和」、「予算、税制特例措
置の支援充実」を挙げる事業者意見が多数であった。

 内航海運事業者が考える今後の内航海運の方向性としては、「安定的輸送の確保」、「安全性の向上」、「生産
性向上」を挙げる意見が多数であった。

今後の内航海運の方向性

（複数回答有）

方向性の実現に向けて必要な取組

（複数回答有）

１．内航海運の課題等

今後の内航海運のあり方について （「内航海運事業実態調査」結果より）

｢内航未来創造プラン参考資料｣より抜粋
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陸上労働者の主な働き方改革と船員制度の現状

陸上労働者 （労働基準法等） 船 員 （船員法）

長時間労働の是正

 労使協定で定められる時間外労働の上限を新設
原則：月４５時間、年３６０時間
臨時：年７２０時間、複数月平均８０時間、

単月１００時間（休日労働含む）

労使協定で定められる時間外労働の上限
４週間当たり５６時間

総労働時間の上限
１日１４時間、週７２時間

基準労働期間
外航＆労働協約船１年、沿海不定期船９月 など

労働時間の例外
・人命救助等の作業
・防火操練、救命艇操練その他類似作業
・航海当直の通常の交代のための作業（日誌等）

一年単位の変形労働時間制（既設）
労働日の限度：２８０日
労働時間：１日１０時間、週５２時間

 割増賃金率（月６０時間超は５０％以上）の中小企業
への猶予廃止

（６０時間未満は、通常２５％、休日３５％）

割増賃金率
時間外労働３０％、補償休日労働４０％

 年次有給休暇の確実な取得

有給休暇１０日以上の労働者への、５日分、毎年、
時季を指定して付与義務

有給休暇の付与
連続勤務６か月経過後１年以内に付与義務
有給休暇付与前の退職等に対する報酬支払義務

 労働時間の把握の実効性確保

労働者の健康確保措置のため、労働時間の把握
方法を労安法で規定

労働時間等の記録
船内記録簿の備付け

多様で柔軟な働き
方の実現

 フレックスタイム制の更なる柔軟化
期間を１か月以内 → ３か月以内

－

勤務間インターバ
ル制度の普及促進

 終業と始業の間に一定時間の休息（インターバル）の
確保。事業主に努力義務

 １日の休息時間は２分割までで、一方を６時間以上

産業医・産業保健
機能の強化

 労働者５０人以上の事業者に産業医の選任義務
 労働者への健康診断、健康相談、面接指導
 事業者への労働者の健康管理等に関する勧告

－
（年１回の身体検査実施機関の指定医制度のみ）

 は働き方改革法による改正事項 は現行法令で措置されている事項 36



船員と陸上労働者の労働時間等の比較

193.4 

175.9 

190.0 

184.7 

166.3 

184.6 

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

内
航
船
員

全
陸
上
労
働
者
平
均

運
輸
業
，
郵
便
業

建
設
業

医
療
，
福
祉

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
等

月間総労働時間

371,905 
307,573 281,066 

314,933 292,607 
238,338 

66,667 
26,007 45,116 24,091 

19,152 

21,870 

19,365 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

内
航
船
員

全
陸
上
労
働
者
平
均

運
輸
業
，
郵
便
業

建
設
業

医
療
，
福
祉

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
等

月額報酬
定期払いを要する報酬 割増手当 航海日当

（時間） （円）

○「平成29年船員労働統計」及び「毎月勤労統計調査平成29年6月分結果確報」により作成
• 内航船員は、 「平成29年船員労働統計」内航船の用途計（トン数階層の計）の「月間総労働時間」、「定期払いを要する報酬」、「割増手当・夜間割増手当」の数値で

あって、内航船（旅客船も含む）に乗り組む全ての「船長、職員、部員」（予備船員は含まれない。）の計の数値。
• 船員以外については、 「毎月勤労統計調査平成29年6月分結果確報」 第２表における「総実労働時間」、「所定内給与」、「所定外給与」の数値であって、パートタイム

労働者以外の労働者（一般労働者）の数値。全陸上労働者平均の数値は、一般労働者の調査産業計の値。

働き方改革を推進中

 内航船員は「船員労働統計」、陸上労働者は「毎月勤労統計調査」（船員は対象外）より作成。

 内航船員については、１ヶ月間＝３０日（平成２９年６月）連続乗船することを前提に集計。このうち天候や荷物の状況等により船舶の
稼働ができない日があるため、船舶稼働日数は（荷役日を含む）２６．２日、残り３．８日についても船舶から解放された休日ではない
のが一般的。

 陸上労働者については、１ヶ月間（同年同月）における出勤日数は２１．１日、残り８．９日は休日（週休２日）となっている。

 単純比較は難しいものの、内航船員は総じて労働時間が多いうえに、数値以外のつらさも加わる状況（連続勤務、職場から離れられ
ない等）。また、月額報酬額も約１０万円多いが、船員の就労実態に対し割に合わないとの声もある。
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若者の就労等に関する意識
平成29（2017）年度に内閣府が行った、就労等に関する若者の意識を調査した 「子供・若者の意識に関する調査」より抜粋。
本調査は、インターネット調査会社に登録してあるリサーチモニターである全国の16歳から29歳までの男女（有効回答数10,000）を対象
に、平成29（2017）年10月27日から同年11月13日までの間に実施したインターネット調査。

【仕事選択に際して重要視する観点】
• 仕事を選択する際に重要と考える観点について、「安定していて長く

続けられること」及び「収入が多いこと」に、「とても重要」または
「まあ重要」と回答した者は、ともに88.7％で最も多い

• 次いで多かった項目は、「自分のやりたいことができること」の
88.5％、「福利厚生が充実していること」の85.2％、「自由な時間が
多いこと」の82.2％

【仕事と家庭・プライベートとのバランス】
• 「仕事よりも家庭・プライベート（私生活）を優先する」と回答した

男性は58.3％であり、平成23年度の調査時よりも10ポイント以上多
く、半数を超えていた

【転職に関する意識】
• 転職に否定的な項目を選択した者は17.3％であり、2割に満たない
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(出典：一般社団法人日本経済団体連合会ホームページ)
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輝け！フネージョ★ ～海事産業で働く女性応援プロジェクト！～

○ 「働き方改革」の一環として、あらゆる分野における女性の活躍を目指した女性が働きやすい魅力ある職場づくりが、オール・ジャパンで
進められています。

○ 船の運航や造船、舶用品製造などは、「男性中心の職場」、「身体的負担の大きい作業が多い」等のイメージが定着しているからか、他産
業に比べて女性の活躍が少ない産業です。

○ しかしながら、最近は、福利厚生の充実や就労環境、施設改善など事業者の前向きな取り組みにより少しずつ女性就労者は増えています。

・男性並みの体力が必要なんじゃないの…！
・更衣室や休憩室は綺麗かな…？
・女性用の船内施設や女子寮はあるのかな…？
・結婚や出産しても働き続けられるの…？
･実際に働いている女性の声が聞いてみたい…！

海事産業のイメージや疑問点

安心してください！
具体的な取り組みや先輩の声を紹介します

海事産業における女性活躍推進の取組事例集
「輝け！フネージョ★」プロジェクト第1弾

国土交通省は、海事業界の取り組みや先輩女性の声を広く紹介する
「海事産業における女性活躍推進の取組事例集」を作成し、国土交通省
ホームページで公表！

海事業界への就職を検討する貴女！ 女性にとって魅力ある職場づくり
に悩む経営者の皆さん！ 是非、取組事例集を手にとって下さい！

経営者の皆さん！ 本事例集に貴社の取り組みを掲載
しませんか？

～定期更新にあわせて追加掲載を行えます！
～所属団体や最寄りの運輸局にお問い合わせ下さい。

70%

30%

製造業

96%

4%
造船業

98%

2%
船員

85%

15%
建設業

（出典）
船員：国土交通省調べ（2016.10.1時点） 運輸業：労働力調査（2017平均値）
その他：労働力調査（平成27年度）

（出典）
造船業： 国土交通省調べ（2017.4.1現在）
その他産業： 労働力調査（2017平均値）

運航（行）業務に従事する女性の活躍が期待されていま
す！

80%

20%

運輸業

道路旅客運送業

（ドライバー）

98%

道路貨物運送業

（ドライバー）

他産業に比べるとまだまだ女性の力が必要な業界です！

98%

2.5%

2.4%
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船員政策に係る最近の国際動向
（自動運航船、その他）

平成３１年２月

国土交通省 海事局 船員政策課

伊崎 朋康
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１．自動運航船のイメージ



課 題

技 術 革 新

 海難事故の約８割は
ヒューマンエラーに起
因（右図）

 造船業の競争激化

海上ブロードバンド通信の
発展（右図）

 IoT・AI技術等の急速な進
歩

自動船舶識別装置（AIS）、
電子海図等の普及等

自動運航船への注目の背景と実用化による効果等

出典: 海上保安庁

（2012年～2016年）

2

 「i-Shipping」の一環として、近年注目を集める自動運航船について、海難事故の減少、船員労働
環境の改善、我が国海事産業の国際競争力強化を目的として、2025年までの実用化を目指す。

90ｓ後半

2.4kbps
432kbps

1Mbps
10Mbps以上

2000ｓ後半 2010～ 2020～

イリジウム インマルサット

ヒューマンエラー起因海難事故の減少

船員労働環境改善・職場の魅力向上

日中韓の競争が激化するなか、省エ
ネ性能に続く日本造船・舶用工業の競
争優位性の確立

自動運航船への注目

自動運航船に係る課題、背景、効果

フェーズⅠ自動運航船： IoT技術活用船

フェーズⅡ自動運航船： 陸上からの操船や高度なＡＩ
等による行動提案で、船員をサポートする船舶

フェーズⅢ自動運航船： 自律性が高く、最終意思決
定者が船員ではない領域が存在する船舶

技術の開発・実用化等に伴って段階的に発展



自動運航船のイメージ

• 「自動運航船」は、船上の高度なセンサーや情報処理機能、セキュリティの確保された衛星通信、
陸上からの遠隔サポート機能等を備えた船舶とその運航システム

陸上：船舶や周辺状況を刻々とモニタ
リング。必要な場合に支援提供

離着桟：離着桟にはネットワーク
化されたタグも活用

ブリッジ：ＡＩの支援等を受けて操船

船内：拡張現実(AR)や陸上からの
支援等で、船内機器を保守管理

3



• 自動運航船は、しばしば自動運転車と比較されるが、両者の特徴や周辺環境は大きく異なる

自動運転車 自動運航船

自動運転車との比較

• 一人の運転手が操縦 • 操船、機関保守、貨物監視、離着桟等
の複数の人間が作業を分担

• 船舶はクルーで運用される大型システムで
あり、24時間稼働のプラントという性格も
有する

• 数トン程度であり、敏捷性が高い（急発
進、急停止、急旋回が可能）

• 大型のものは数十万トン程度であり、敏捷
性が低い（急発進、急停止、急旋回が
不可能）

• 動きは比較的速く、他車とほぼ常時近接
• 歩行者、自転車が周囲に多数存在する

混合交通
• 道路、車線、信号等、移動制約が多い
• 故障等があっても支援を得られやすい

• 動きは比較的遅く、他船とほぼ近接しない
• 周囲には船舶が主だが、漁網や浮遊物も
• 輻輳海域等一部を除き移動制約は少
• 長期間海上で孤立

運転・運航

物理特性

走行・航行環境

開発動向

• 密度の高い混合交通環境下で安全に走
行するため、衝突被害軽減ブレーキ等、セ
ンサー技術を活用した事故防止に資する
運転支援技術の開発実用化が進む

• センサー等による自車周辺物認識技術と
3D位置情報、GPS等の組み合わせによ
る高度な自動運転技術の開発が進む

• 航海計画策定、操船、船体・機器管理、
貨物管理等の作業分野ごとに、安全性・
効率性向上に資する技術開発が進んで
いる。
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 離着桟や各気象海象条件下でも適切に機能
するシステム

 自律性が高く最終意思決定者が船員ではな
い領域が存在

フェーズⅠ自動運航船

フェーズⅢ自動運航船

• 自動運航船は、技術の開発・実用化等に伴って段階的に発展
• 当初は、船員等の判断支援等が主たる機能。その後、機械による自律的判断の領域は次第に

増えていくものの、人間の判断が引き続き重要

在来船

自動運航船の段階的発展（海事イノベーション部会での整理）

5

フェーズⅡ自動運航船

 船舶のネットワーク環境を活用した各種センサ等
のデータを収集・通信する機能

 収集データの分析結果に基づく最適航路の提案
やエンジン異常の通知等の判断支援機能

 高度なデータ解析技術やAI技術を活用して船員が
とるべき行動の具体的な提案

 判断に必要な情報を視聴覚的に掲示
 陸上からの船上機器の直接的操作が可能
（最終意思決定者は船員）



自動運航船のイメージ

「自動運航船／MASS」
”Maritime Autonomous（自律的） Surface Ship”と称するが・・・

次の２つの方向性：

6

【自律航行（autonomous）の方向】

• 自船の周辺情報を自動的に収集・解析し、 進路・変針・避航を（船員の意思
決定ではなく） AI技術等により自動的に決定し、運航する

【遠隔操船（remote operate）の方向】

• 本船や周辺海域の各種情報を陸上に転送し、陸上の操船者が当直・操船する
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運航モード 自動化のイメージ 想定される課題

離着桟
（港内）

• 陸（港）側も自動離着桟に対応
• タグボートや綱取り作業は不要

• サイドスラスター等による精度の高い船位・
船速のコントロール

• 外乱（風、波、潮流）の影響
• 陸（港）側の設備の要件（アーム方式、

マグネット方式、等々）

輻輳海域
（沿岸）

• 見張りの自動化（AIS、レーダー、各種センサー等
により、周辺船舶情報を自動的に収集・把握）

• 衝突回避アルゴリズムによる自動操舵、自動避航
（船員によるオーバーテイクを含む）

• 見張りセンサーや画像認識の技術開発
• 夜間や濃霧中の対応
• 浮遊物等の認識
• 衝突回避アルゴリズムの精度、信頼性

大洋航海
（遠洋）

• 航海計画に従った長時間の自動運航
• 当直（ブリッジ、機関制御室）は基本無人化され、

船員は事務作業やメンテナンス等の業務に集中
• 陸上からの操船（一人あるいは少人数の操船者に

よる複数の船舶の操船、管理）
• 非常時や他船等の接近時は、アラーム等で有人航

行体制に移行？

• 遠隔操船所の機能要件、遠隔操船者の
資格要件

• 洋上でのブロードバンド通信技術（通信
セキュリティ対策を含む）

• 自動ウェザールーティング

運航モードに応じた自動化のイメージと想定される課題
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２．自動運航船に係るルール面での
検討状況
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IMOにおける議論（自動運航船の国際ルールの検討）

 規制面の整理のため、日本等※の提案により、IMO/MSCにおいて、現行の国際基準の改正の要否、
新たに必要となる基準等についての検討（Regulatory Scoping Exercise：RSE）を開始。
※デンマーク、エストニア、フィンランド、日本、オランダ、ノルウェー、韓国、英国及び米国の共同提案

 MSC100（2018年12月）で合意されたRSEの方法・作業スケジュール
＜第一段階（2019年9月頃まで）＞

IMO規則の中で、自動運航船の運航を妨げる(prevent)、または修正・確認が必要になりうる
(may need to be amended or clarified, and/or may contain gaps)条項を特定する。

＜第二段階（2020年5月頃まで） ＞
自動運航船の運航に対応するために最も適切な方法を定めるための分析を行う。

＜対象となるIMO規則 ＞
発効済みの全てのIMO/MSC関係条約・コード。SOLAS条約、COLREG条約、STCW条約、等々

 まずは第一段階の作業を有志国で分担して行うこととなり、我が国は、SOLAS条約、COLREG条約、
STCW条約等の検討を主導／サポートするなど、同作業へ積極的に貢献していくこととなった。(自動運航
船に係る今後のルール策定のイニシアティブを取る意図もあって、米、デンマークなどEU主要国、露、中、等も積極的に参画)

 また、IMOの他委員会（MEPC、LEG、FAL）でも、MSCのRSEに準拠して、各委員会が担当してい
る各条約のRSEを順次行っていく予定。



IMOでの自動運航船の区分

自動運航船の区分（Degrees of Autonomy)
※ 順序は“hierarchic order”ではないとされている。 ※ 一つの航海中に複数のDegreeで運航することもありうる。

 Degree one: Ship with automated processes and decision support
「自動化されたプロセスと意思決定支援を備えた船舶」

→あくまでも”decision support”（支援）の範囲

 Degree two: Remotely controlled ship with seafarers on board
「船員が船上にいて、遠隔操作される船舶」

→船員は”qualified/certified seafarer”であり、船上の船員が最終意思決定を行うイメージ

 Degree three: Remotely controlled ship without seafarers on board
「船員が船上にいなくて、遠隔操作される船舶」

 Degree four: Fully autonomous ship
「完全に自律で動く船舶」

10

日本のフェーズⅠと同等

日本のフェーズⅡ（～一部、フェーズⅢ）に相当

日本ではフェーズⅢに該当

フェーズⅢの最終形？
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船員政策の観点から想定される主な課題（安全運航関係）

1.既存の船員資格要件（STCW条約）の見直し
＜追加の要素＞

• 新たな自動運航設備、システム等に係る能力要件（cf. ECDIS）
• 通信技術に係る能力要件、サイバーセキュリティ関連 等々

＜不要となる要素＞
• （何かあるか？）

2.遠隔操船者に係る資格要件の創設（STCW条約？）
• 原則的には、現状の船員資格（航海士、機関士、当直部員、等々）をベース？
• 追加する要素は何か（上と同様？）、不要となる要素は何かあるか？

3.自動運航船に係る配乗、ミニマム・マンニング（SOLAS条約）
通常運航時だけでなく、すべての運航モード（狭水道部署、出入港部署、仮泊部署）や、

非常時の配置（防火部署、防水部署、救助艇部署、総員退船部署）も考慮する必要
※ 完全無人化船で無い限り、何らかの非常配置表は必要
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船員政策の観点から想定される主な課題（その他）

1.船長の職務権限／責任のあり方
• 民事上の責任（遠隔操船時や、意思決定が船員では無い自律運航時に、他船に

衝突した場合など）
• 船内秩序（完全無人化船で無い限り、一定の船内秩序は必要）

指揮命令権、懲戒、司法警察権、水葬・・・

2.その他
• 航行中、付近で海難発生時の救助要請への対応の可否、是非（船員法第14条

「遭難船舶等の救助」／サルベージ条約第10条／UNCLOS 第98条）
• 水先
• （他？）
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３．海事局の取り組み
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１．i-Shipping
サプライチェーンの改善等による生産性向上に資する
支援措置を検討

外国人材について2023年度以降の制度のあり方を早
期に決定

OECDにおける新しい国際規律について、早期に交渉
を開始するとともにWTO提訴の是非を早期に決定

造船業の受注力強化のため、オペレータに競争力があ
る用船料提示可能な環境整備

２．自動運航船
技術動向を踏まえつつ、2025年の実用化に向けたロードマップの作成

早期実現のため、 IMOにおける非強制ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定等により必要最低限
の条約改正を目指す

技術開発支援、実証を円滑に実施可能とする国による支援措置の検討

３．j-Ocean
海洋資源開発技術プラットフォームの活用等によりプロ
ジェクトを組成し、エンジニアリング力を強化

我が国の優れた技術の普及のための環境を整備（海のド
ローン、浮体式風車）

パッケージ化によるユーザーニーズへの対応を通じた市
場参入と付加価値ビジネスへの転換

O&Mノウハウを日本企業が獲得できる案件の発掘及び
JOIN活用に向けた円滑な案件形成

「海事産業の生産性革命の深化のために推進すべき取組について」報告書
（2018年6月、海事イノベーション部会）

上に加えて、



自動運航船の実用化に向けたロードマップ

-2020 -2025 2025-

技
術
開
発
・実
証

基
準
・制
度
等IMO

補助金による技術開発支援（2016～）

安全要件策定のための実証事業（2018～）

改正すべき条約規定の洗い出し 条約改正検討

フェーズⅠ自動運航船(IoT技術活用船)

フェーズⅡ自動運航船
 陸上からの操船や高度なＡＩ等による行動提案で、船員をサポートする船舶

フェーズⅢ
自動運航船

フェーズⅢ自動運航船に対応した措置（船舶の運航に係る権限・責任関係への影響等の検討）

フェーズⅡ自動運航船に対応した措置

内航船等で可能な措置から順次実施し、IMOの議論をリードしつつ、外航船等においても同様に措置

 自律性が高く、最終意思決定者が船員で
はない領域が存在する船舶

ロードマップ
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「自動運航船」 の開発・実用化に向けたロードマップの策定等の基本戦略を検討

 技術開発の動向を踏まえ、基準・規制制度が足枷とならないように可能な措置を講じつつ；

 フェーズⅡ自動運航船は、2020年よりも前に国内で先進的取組が開始される見込み。
技術開発・実証を積極的に支援。基準・制度等についても内航船等で可能な措置から実施。
また、IMOの議論をリードしつつ、外航船等においても内航船等と同様の措置を検討。

 フェーズⅢ自動運航船は、船舶の運航に係る権限・責任関係への影響等の検討など、技術的側面以外の
内容を含めて中長期的に検討。



自動運航船の実証事業

 国土交通省海事局は、自動運航船の実現に必要となる安全要件の策定などの環境整備を進めるため、我が

国で初めての実証事業を本格的に開始。H30年7月、実証事業のH30年度の実施者を決定。

 実証事業では、実船試験やシミュレーション試験によって安全性の検証に必要なデータの収集等を行い、安

全要件の策定に向けた検討等につなげていく。

③自動操船機能

①遠隔操船機能
②自動離着桟機能

2025年の自動運航船の実現

自動離着桟システムの健全性の評価手法、緊急時
の安全確保策等の確立に必要なデータの収集等

自動操船機能について実証事業を行い、自動
操船プログラムの健全性を評価する手法等の確
立に必要なデータの収集等

船舶から陸上に送信すべき情報とその量、
通信途絶等の緊急時の安全対策等を整理

＜実施者＞

大島造船所、ＭＨＩマリ
ンエンジニアリング

＜実施者＞
MTI、日本海事協会、海上・港湾・航空技術研究所、イコーズ、日本郵船、

京浜ドック、三菱造船、新潟原動機、渦潮電機、スカパーＪＳＡＴ、東京計器、
日本電信電話、ＮＴＴドコモ、日本無線、古野電気、日本海洋科学

＜実施者＞
三井Ｅ＆Ｓ造船、商船三井、東京海洋大学、三井造船昭島研究所

H30年度事業費（国費）：１０百万円

H30事業費（国費）：３５百万円

H30事業費（国費）：３０百万円
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見張り自動化（他船検出）

• 各種カメラ、レーダー、AISデータ等の情報を統合して、周辺船舶を自動検出
• 夜間、濃霧中等の難しい環境下での検出を可能とする技術を開発中
• ボートユーザー等を対象とした小型船の位置共有アプリも開発済み
可視光カメラと赤外線カメラによる検出

濃霧中における高感度カメラ画像による検出

AIS情報の重畳 位置共有アプリ画面の例

アプリが小型船の接近を検出して警告

LIDARによる近距離の詳細検知

出典: MUNIN 出典:Applied Geomatics Research Group 17



衝突回避

• 輻輳海域でも、高度なアルゴリズムで衝突回避ルートを表示
• 過去のAISデータに基づく統計的挙動予測アプローチも開発中

船舶密度
ベクトル多様性
航路一致性(平均)

海域危険度

航路一致性(前方)

海域危険度

0.9

輻輳海域における衝突回避ルートの表示 確率論アプローチによる衝突回避アルゴリズム

衝
突
確
率

高

衝
突
確
率

低

過去AISデータに基づくリスク定量化、30分後の危険エリア予測と危険エリア迂回操船

出典: 富士通 18



自動離着桟

• 準天頂衛星による精密測位、高機能舵、無人タグ等により自動着桟
• 綱取りを含む大型船の完全自動着桟には引き続き技術的課題が残る

19



データの見える化・活用(機関・船体)

機関の予防保全
• 機関各部のセンサーから得られるデータ

を蓄積、分析を行うことで、部品の余寿
命推定やメンテナンス時期が分かる

• 定期的なメンテナンス(TBM: Time 
Based Maintenance)ではなく、状態
に基づいたメンテナンス(CBM: 
Condition Based Maintenance)が
可能となる

船体モニタリング
• 船体各所にセンサーを設置し、そのデー

タから、波浪外力の推定や、船体各部
の応力状態や疲労強度の推定が可能と
なる

出典: MTI

出典: MTI
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４．その他



船員分野のデジタライゼーション

• HTW6（本年５月）からの新規議題として、「船員の電子証書・ドキュメント類の
使用(use of electronic certificates and documents of seafarers)に向け
たSTCW条約改正」が開始される。

• 既にいくつかの国で先端的な取り組み事例あり。

22

【電子化が想定される証書類】
 海技免許(CoC)

 船員手帳
 身分証明書(ID)
 健康証明書
 各種の技能証明書(CoP)
 雇入止、乗船履歴

 その他
 訓練記録 等々



【陸上での事例も参考に】

例：電子カード

• インターネット発給申請
• 船員は本人の必要な情報を印刷可能
• 2次元バーコード等の読み取りによるインター

ネットでの記載内容確認
• 有効期限警告メールの自動送信

【オーストラリア】 2014年～

・CoC/CoPは色別
・カード上は必要最低限の情報表示

【ノルウェー】

海事局DB

船員
船員養成学校／

訓練センター

管理会社
医師

金融機関

支払い情報

申請／情報確認

手数料支払

手数料支払

船員分野のデジタライゼーション（先端事例）

雇入止等
MSMD発給
乗船履歴

健康証明

訓練修了証明

23



【メリット】

【課題】

• 扱う情報の範囲（カード上に表記される情報、ICチップ、データサーバ）
• アクセス権限
（主管庁、PSC当局、船員本人、雇用主・管理会社、教育訓練施設、等々）

• サイバーセキュリティ
• システム化の予算

船員分野のデジタライゼーション

＜主管庁側＞
• 偽造防止
• 海外PSC当局からの確認が容易
• 行政事務の負担軽減、入力ミス減

＜船員側＞
• 多種多様な証明書類を一括管理
• 船上でも24時間発給申請可能
（運輸局窓口に出向く必要なし）
• 保管、紛失対応も容易に

24



【背景・経緯】
• 国内外での係船索の破断事故の多発（国内でも死亡事故が発生）を受け、

MSC95（2015年）以降、IMOで対策を議論。
• 日本の提案等により、係船索の適切な保守・点検に係る要件をSOLAS条約で明

記する方向で、現在審議中。

【今後の動き】
• 今週のIMO/SDC6で条約改正案を最終化する見込み。
• 日本（JMETS）から、ベストプラクティスとして「船上で保守点検を実施する上での

船員向けの手引書」を文書提出、SDC6でプレゼンテーションを実施。
（日本語版はJMETS論文集に３月発表予定）

• 条約改正は2024年に発効予定？

【条約改正案の具体的内容】
• SOLAS第II-1章に新たな要件を追加（現存船にも適用予定）
• 併せて「係船設備の設計及び点検・保守に関するガイドライン」を策定
（点検方法、劣化の見方、破棄（交換）の目安、点検記録、等々）

係船作業の安全対策

25

左の写真：摩損したロープ
（JMETSの手引書より）

係船索
（日本財団図書館より）



係船索保護のグッド・プラクティス（IMOでのプレゼン資料から）

26

ビット・ボラード等の接触部にカバーをする

鋭角な船体構造部への接触部に
フェンダーを挟む

ドラムへの収納（巻き付け）は整然と

紫外線や海水を防ぐためのカバー



【背景・経緯】
• 国際的な問題となっている海賊対策として、国連の主導による、洋上での商船の護衛やソマリ

アへの経済対策支援等が一定の効果を上げる中、被害にあった船員に対する保障についての
検討が遅れているとの問題認識から、 2015年のILO/STC2にて、船員代表より、船員が海
賊に拘束された場合の賃金継続支払いに関するMLC改正案が提出された。

• 以降、WGでの審議を経て、2018年のILO/STC3で改正案が採択され、同年6月のILO総
会で承認された。
※STC:特別３者委員会、加盟国政府・船舶所有者・船員の各代表から構成される。

【条約改正の具体的内容】
• 船員が海賊行為又は船舶に対する武装強盗により船上又は船外で拘束されている場合に、

船員の雇用契約が継続すること。
• 船員が海賊行為又は船舶に対する武装強盗により船上又は船外で拘束されている場合に、

賃金等が継続して支払われること。

【今後のスケジュール】
• 2020月6月26日 異議通告期間（２年間）が終了
• 2020年12月26日 改正MLC発効

海上労働条約（MLC）第3次改正

27
ILOは今年で100周年



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ありがとうございました。



2019年2月4日 第4回海技振興フォーラム
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海上保安庁データ船種別推移
(海上保安庁が認知した海難)

平成29年 海難の現状と対策

目立った減少
傾向にない



ヒューマンエラーの危険が確実に増大する
独特の労働環境が形作られている



技術的改善にもかかわらず，
海難は発生し続けている



安全運航におけるヒューマンファクターの
重要性の理解



技術・知識だけでは
安全運航は達成できないことを理解



安全運航における
ノンテクニカルスキルの重要性の理解

参照：IMO海難事故調査コード



産業保安に関するに関する自主行動計画
フォローアップ(石油連盟)
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石油化学産業における異常現象件数





意思決定状況認識

行動実行変化・ 外部因子・ 問題点 スト レス

・

疲労

コミ ュニケーショ ン

船長・ 水先人・ 他の当直者
VTS

他船

操船者チームワーク

リ ーダーシッ プ

スト レスマネジメ ント ・ 疲労への対処





参照：現場安全の技術







船員は慢性的ストレスに常にさらされ、
それに対処する資源も限られている状況





慢性ストレスと急性ストレスの両方を理解することは
業務パフォーマンスの維持や向上にとって重要

自身や他人のストレスに気づいて管理
する能力は重要なノンテクニカルスキルの lつ



ストレスの天秤モデル

Cox, 1993
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航海前後の船員の疲労感



KSS7: Sleepy, no effort to stay awake
KSS8: Sleepy, some effort to stay awake
KSS9: Very sleepy, great effort to keep awake, fighting sleep.





日乗連ニュース：SMS:安全管理システムへの取り入れ



















ストレス値

疲労度

• 当直終了時にスト
レスも疲労も上昇

• 疲労度は経過とと
もに回復している



ストレス値

疲労度

• 当直終了時にスト
レスも疲労も上昇

• 疲労度は経過とと
もに悪化



ストレス値

疲労度

• 当直中の変化は
あるが、当直前
後でストレスも
疲労も変化なし

• 疲労度も大きく
変化なし



自覚しているストレス
値は高いが、計測によ
るストレス値は低い

自覚しているストレス
値も計測によるストレ

ス値も高い

自覚しているストレス
値は比較的高いが、計
測によるストレス値は

極端に低い











船員のメンタルヘルスアンケート結果の
中間報告

平成31年2月4日
海技者のメンタルヘルスに関する調査検討専門委員会 委員長代理

藤井照久



船員メンタルヘルスアンケート票の概要

アンケート項目は、大別して次のとおり。

資料1

・外航船員か内航船員か等、回答者の属性についての質問
・陸上で使用されている職業性ストレスチェックと同様の質問
・乗船中のストレス要因についての質問
・ストレス解消についての質問
・乗船や下船についての質問
・休息や睡眠についての質問

1



2



3



4



5



全体 外航船員 内航船員 練習船船員

送付数 3,211 1,120 1,691 400

回答数 2,053 522 1,207 324

回収率 63.9％ 46,4％ 71.3％ 81.0％

アンケートの回収率

会社数：25社
※ 外航船員には、『外航船員と内航船員の両

方』と回答した（約70名）も含まれている。

資料2

6

(30年12月末現在）



職業性ストレスチェック簡易調査票（57項目）の
内容・目的

大別して、次の3項目で構成

• 仕事のストレス要因についてのチェック
• 心身のストレス反応についてのチェック
• 周囲のサポートについてのチェック

資料3

このストレスチェックに対する回答結果により、回答者が高ストレ
ス者であるか否かが判断されることになる。
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職業性ストレスチェック簡易調査票（57項目）に対する船員の
回答と陸上勤労者の回答との比較

資料4

8

仕事の内容・状態に

関する質問
そうだ まあそうだ ややちがう ちがう 未記入

陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上

1
非常にたくさんの仕

事をしなければなら

ない

15.7% 25.9% 46.8% 51.9% 25.7% 16.7% 11.4% 3.7% 0.4% 1.8%

2
時間内に仕事が処理

しきれない
14.1% 15.7% 30.7% 33.2% 32.9% 35.5% 21.9% 13.8% 0.4% 1.8%

3
一生懸命働かなけれ

ばならない
33.2% 41.9% 48.5% 45.1% 12.7% 9.4% 5.2% 1.7% 0.3% 1.9%

4
かなり注意を集中す

る必要がある
27.9% 46.1% 49.7% 42.8% 17.6% 8.2% 4.4% 1.0% 0.4% 1.9%

5
高度の知識や技術が

必要な難しい仕事だ
12.4% 27.5% 39.4% 48.5% 35.1% 18.7% 12.7% 3.2% 0.4% 2.1%

6
勤務時間中はいつも

仕事のことを考えて

いなければならない

18.8% 27.3% 45.5% 44.1% 28.3% 23.1% 7.1% 3.7% 0.4% 1.8%

7
からだを大変よく使

う仕事だ
18.6% 24.4% 28.4% 45.1% 30.8% 24.5% 22.0% 4.3% 0.3% 1.8%

8
自分のペースで仕事

ができる
10.1% 8.8% 39.3% 37.4% 35.1% 36.3% 15.2% 15.8% 0.3% 1.7%

9
自分で仕事の順番・

やり方を決めること

ができる

14.6% 15.4% 46.9% 46.6% 27.1% 26.2% 11.1% 10.1% 0.3% 1.6%

10
職場の仕事の方針に

自分の意見を反映で

きる

6.6% 9.7% 44.8% 46.4% 35.0% 30.9% 13.2% 11.0% 0.4% 1.9%

11
自分の技能や知識を

仕事で使うことが少

ない

5.8% 3.4% 23.8% 12.4% 51.5% 50.3% 18.4% 32.1% 0.4% 1.9%

12
私の部署内で意見の

くい違いがある
8.1% 8.0% 28.4% 29.3% 44.7% 46.5% 18.3% 14.2% 0.4% 2.0%

13
私の部署と他の部署

とはうまが合わない
5.4% 4.7% 16.9% 15.1% 46.5% 49.0% 30.7% 29.4% 0.5% 1.9%

14
私の職場の雰囲気は

友好的である
21.6% 24.0% 54.0% 54.2% 17.9% 14.5% 6.1% 5.1% 0.4% 2.2%

15
私の職場の作業環境

は良くない（騒音、

照明、温度、換気な

ど）

12.9% 19.6% 23.3% 28.1% 38.4% 35.7% 24.9% 14.7% 0.4% 1.9%

16
仕事の内容は自分

にあっている
16.1% 19.8% 56.0% 56.7% 21.6% 17.6% 5.7% 4.0% 0.6% 1.8%

17
働きがいのある仕事
だ

19.0% 27.1% 50.3% 49.0% 22.5% 17.4% 7.5% 4.9% 0.9% 1.7%

心のストレス反応に
関する質問

ほとんどなかっ

た
時々あった しばしばあった ほどんどいつも

あった
未記入

陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上

18 活気がわいてくる 20.9% 14.7% 45.1% 46.6% 26.3% 29.9% 7.2% 8.2% 0.5% 0.6%

19 元気いっぱいだ 18.8% 12.7% 43.3% 41.9% 28.1% 34.7% 9.4% 9.9% 0.4% 0.7%

20 生き生きする 22.6% 17.3% 43.2% 41.1% 26.1% 32.6% 7.6% 8.1% 0.5% 0.9%

21 怒りを感じる 24.0% 19.6% 42.7% 43.3% 26.4% 29.7% 6.5% 6.8% 0.4% 0.7%

22 内心腹立たしい 27.1% 23.4% 41.3% 40.8% 23.7% 27.9% 7.4% 7.2% 0.4% 0.7%

23 イライラしている 25.0% 21.8% 43.8% 44.0% 23.2% 26.4% 7.5% 7.0% 0.4% 0.8%

24 ひどく疲れた 14.1% 11.7% 41.2% 42.2% 30.7% 32.4% 13.7% 13.1% 0.4% 0.7%

25 へとへとだ 31.8% 25.8% 36.5% 39.9% 21.7% 24.1% 9.6% 9.6% 0.4% 0.7%

26 だるい 23.9% 23.1% 41.7% 42.8% 23.4% 23.8% 10.8% 9.6% 0.2% 0.7%

27 気がはりつめている 22.4% 10.5% 41.0% 36.3% 25.6% 36.0% 10.6% 16.6% 0.4% 0.7%

28 不安だ 32.8% 22.5% 37.3% 40.6% 19.7% 24.8% 9.8% 11.3% 0.4% 0.8%

29 落ち着かない 47.5% 35.7% 34.0% 39.5% 13.5% 18.3% 4.6% 5.9% 0.4% 0.7%

30 ゆううつだ 40.4% 37.6% 35.1% 36.3% 16.4% 17.4% 7.7% 8.0% 0.4% 0.6%

31 何をするのも面倒だ 41.8% 41.8% 38.7% 39.2% 13.8% 14.2% 5.3% 4.2% 0.4% 0.6%

32 物事に集中できない 45.5% 42.2% 40.9% 42.3% 10.5% 12.0% 2.6% 2.8% 0.5% 0.7%

33 気分が晴れない 33.7% 32.0% 42.9% 42.1% 16.0% 18.4% 6.9% 6.6% 0.4% 0.9%

34 仕事が手につかない 65.9% 57.6% 26.2% 31.4% 5.7% 8.1% 1.7% 2.0% 0.5% 0.9%

35 悲しいと感じる 63.1% 57.9% 24.5% 26.3% 8.5% 10.8% 3.5% 4.3% 0.5% 0.7%



9

からだのスト
レス反応（身
体愁訴）に関
する質問

ほとんどなかっ

た
時々あった しばしばあった ほどんどいつも

あった
未記入

陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上

36 めまいがする 72.6% 74.6% 20.3% 15.9% 5.4% 6.1% 1.2% 2.7% 0.4% 0.7%

37 体のふしぶし
が痛む

58.3% 54.8% 27.7% 29.4% 9.4% 10.6% 4.2% 4.5% 0.5% 0.7%

38
頭が重かった
り頭痛がする 47.8% 55.7% 34.1% 30.0% 14.0% 10.5% 3.6% 3.0% 0.5% 0.8%

39 首筋や肩がこ
る

24.4% 29.2% 32.4% 35.5% 23.4% 21.9% 19.4% 12.8% 0.4% 0.7%

40 腰が痛い 32.9% 32.6% 33.9% 33.9% 20.2% 21.4% 12.6% 11.3% 0.4% 0.8%

41 目が疲れる 19.6% 23.0% 35.4% 40.1% 28.0% 25.8% 16.6% 10.4% 0.5% 0.7%

42 動悸や息切れ
がする

73.4% 66.5% 19.2% 22.6% 5.4% 7.7% 1.5% 2.4% 0.5% 0.7%

43 胃腸の具合が
悪い

56.4% 56.0% 29.4% 28.9% 10.0% 10.8% 3.8% 3.8% 0.4% 0.6%

44 食欲がない 72.7% 61.0% 21.2% 28.8% 4.3% 7.1% 1.4% 2.4% 0.4% 0.7%

45 便秘や下痢を
する

50.5% 48.9% 30.6% 29.1% 12.5% 14.3% 6.0% 7.0% 0.5% 0.6%

46 よく眠れない 49.8% 36.0% 32.0% 37.2% 12.5% 18.0% 5.3% 8.2% 0.4% 0.6%

周囲の支援
の状況に関
する質問

非常に かなり 多少 全くない 未記入

陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上

47
気軽に上司
と話ができ
ますか

11.8% 16.0% 30.2% 36.3% 48.3% 41.7% 9.3% 4.1% 0.5% 1.9%

48
気軽に同僚
と話ができ
ますか

22.0% 25.6% 43.6% 44.0% 31.2% 26.7% 2.8% 2.4% 0.5% 1.3%

49

気軽に家族
・友人と話
ができます
か

47.5% 45.1% 35.4% 31.1% 14.5% 19.1% 2.0% 3.1% 0.6% 1.7%

50

上司はどれ
くらい頼り
になります
か

15.1% 22.6% 31.8% 35.0% 40.9% 33.0% 11.6% 7.4% 0.6% 2.0%

51

同僚はどれ
くらい頼り
になります
か

14.7% 16.5% 37.5% 37.7% 40.3% 38.1% 6.9% 6.3% 0.5% 1.4%

52

家族・友人
はどれくら
い頼りにな
りますか

38.4% 34.9% 37.2% 32.9% 20.6% 25.1% 3.1% 5.8% 0.6% 1.3%

53

上司は個人
的な相談に
乗ってくれ
ますか

11.1% 15.9% 28.2% 31.7% 44.5% 41.5% 15.5% 8.8% 0.7% 2.0%

54

同僚は個人
的な相談に
乗ってくれ
ますか

12.2% 14.9% 33.4% 34.0% 44.1% 41.8% 9.6% 7.7% 0.6% 1.6%

55
家族・友人
は個人的な
相談に乗っ
てくれます
か

42.9% 42.6% 36.9% 33.5% 16.9% 19.4% 2.7% 3.2% 0.5% 1.3%

満足度に関
する質問

満足 まあ満足 やや不満足 不満足 未記入

陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上 陸上 海上

56 仕事に満足
だ

12.6% 15.0% 50.2% 53.1% 26.6% 23.3% 10.2% 7.6% 0.4% 1.0%

57 家庭生活に
満足だ

30.4% 33.3% 50.9% 45.9% 14.3% 13.8% 4.0% 5.6% 0.5% 1.4%

陸上データについては、公益社団法人 全国労働衛生団体連合会 メンタルヘルス専門委員会
「平成29年全衛連ストレスチェックサービス実施結果報告書」より引用。以下同じ。



仕事の内容・状態に関する陸上との比較

• 船員の仕事は、陸上に比べ大変な仕事と感じている者の割合が高い。

資料5

• 船員の作業環境は、陸上に比べ良くないと感じている者の割合が高い。
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0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%
50.0%

①
非
常
に
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

②
時
間
内
に
仕
事
が
処
理
し
き
れ
な
い

③
一
生
懸
命
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

④
か
な
り
注
意
を
集
中
す
る
必
要
が
あ
る

⑤
高
度
の
知
識
や
技
術
が
必
要
な
難
し
い
仕
事
だ

⑥
勤
務
時
間
中
は
い
つ
も
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⑦
か
ら
だ
を
大
変
よ
く
使
う
仕
事
だ

⑧
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

⑨
自
分
で
仕
事
の
順
番
・や
り
方
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る

⑩
職
場
の
仕
事
の
方
針
に
自
分
の
意
見
を
反
映
で
き

る

⑪
自
分
の
技
能
や
知
識
を
仕
事
で
使
う
こ
と
が
少
な

い

⑫
私
の
部
署
内
で
意
見
の
く
い
違
い
が
あ
る

⑬
私
の
部
署
と
他
の
部
署
と
は
う
ま
が
合
わ
な
い

⑭
私
の
職
場
の
雰
囲
気
は
友
好
的
で
あ
る

⑮
私
の
職
場
の
作
業
環
境
は
良
く
な
い
（騒
音
、
照

明
、
温
度
、
換
気
な
ど
）

⑯
仕
事
の
内
容
は
自
分
に
あ
っ
て
い
る

⑰
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

陸上 海上



心のストレス反応に関する陸上との比較

• 船員の方が、元気いっぱい者の割合が高いが、気をはりつめてい
る者の割合も高い。
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①
活
気
が
わ
い
て
く
る

②
元
気
い
っ
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い
だ

③
生
き
生
き
す
る

④
怒
り
を
感
じ
る

⑤
内
心
腹
立
た
し
い

⑥
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

⑦
ひ
ど
く
疲
れ
た

⑧
へ
と
へ
と
だ

⑨
だ
る
い

⑩
気
が
は
り
つ
め
て
い
る

⑪
不
安
だ

⑫
落
ち
着
か
な
い

⑬
ゆ
う
う
つ
だ

⑭
何
を
す
る
の
も
面
倒
だ

⑮
物
事
に
集
中
で
き
な
い

⑯
気
分
が
晴
れ
な
い

⑰
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い

⑱
悲
し
い
と
感
じ
る

陸上 船員



からだのストレス反応に関する陸上との比較

• 陸上よりもよく眠れない者の割合が高い。
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め
ま
い
が
す
る

体
の
ふ
し
ぶ
し
が
痛
む

頭
が
重
か
っ
た
り
頭
痛
が
す
る

首
筋
や
肩
が
こ
る

腰
が
痛
い

目
が
疲
れ
る

動
悸
や
息
切
れ
が
す
る

胃
腸
の
具
合
が
悪
い

食
欲
が
な
い

便
秘
や
下
痢
を
す
る

よ
く
眠
れ
な
い

陸上 船員
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周囲の支援の状況に関する陸上との比較

• 船員の方が、気軽に上司と話すことができ、相談にも乗ってくれる
と感じているものの割合が高い。
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10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

気
軽
に
上
司
と
話
が
で
き
ま
す
か

気
軽
に
同
僚
と
話
が
で
き
ま
す
か

気
軽
に
家
族
・友
人
と
話
が
で
き
ま
す
か

上
司
は
ど
れ
く
ら
い
頼
り
に
な
り
ま
す
か

同
僚
は
ど
れ
く
ら
い
頼
り
に
な
り
ま
す
か

家
族
・友
人
は
ど
れ
く
ら
い
頼
り
に
な
り
ま

す
か

上
司
は
個
人
的
な
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま

す
か

同
僚
は
個
人
的
な
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま

す
か

家
族
・友
人
は
個
人
的
な
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
ま
す
か

陸上 船員



0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

全体 外航 内航 練習船

高ストレス者の割合（職種別）

陸上 海上

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

全体 10代～20代 30代～40代 50代以上

高ストレス者の割合（年代別）

陸上 海上

船員における高ストレス者の割合
（職種別と年代別）

• 船員の職種別では、内航船員の高ストレス者の割合が高い。
18.7％

資料6

• 年齢別では、若年層に高ストレス者（10才台から20才台）の割
合が高い。20.9％
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業種

高ストレス

者数

受検者数 高ストレス者

の割合

船員 331 2053 16.1%

農業、林業 821 5,563 14.8%

漁業 48 525 9.1%

鉱業、採石業、砂利採取業 92 837 11.0%

建設業 4,202 37,104 11.3%

製造業 89,195 534,565 16.7%

電気・ガス・熱供給・水道業 1,104 10,701 10.3%

情報通信業 3,197 22,909 14.0%

運輸業、郵便業 15,078 116,302 13.0%

卸業、小売業 20,549 150,936 13.6%

金融業、保険業 4,886 46,531 10.5%

不動産業、物品賃貸業 535 5,330 10.0%

学術研究、専門・技術サービス業 1,205 10,226 11.8%

宿泊業、飲食業 3,645 27,405 13.3%

生活関連サービス業、娯楽業 2,005 14,464 13.9%

教育、学習支援業 9,581 90,147 10.6%

医療、福祉 21,193 163,562 13.0%

複合サービス事業 3,662 28,107 13.0%

サービス業（他に分類されないもの） 10,145 76,873 13.2%

公務（他に分類されるものを除く） 20,680 209,341 9.9%

その他 5,181 39,096 13.3%

陸上全業種 217,004 1,590,524 13.6%

高ストレス者に係る陸上の業種との比較

海陸の比較では、船員の方が陸上の勤労者より高ストレ
ス者の割合が高い。
船員（全体）16.1％ 陸上（全体）13.6％

資料7
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乗船中のストレス要因

乗船中におけるストレス要因のトップ3は、次のとおり

第1位 危険と隣り合わせな仕事であること。
第2位 運航スケジュールがハードであること。

事故が発生しないよう、気をつかうこと。
第3位 気の合わない上長と乗船すること。

ストレス要因コメント（抜粋）
・飲酒の制限
・上司のパワハラ
・一日の労働時間が長い
・書類作成が多い
・休暇が充分にとれない
・テレビ・インターネット等がタイムリーに利用できない。
・衣・職・住・食は陸上の生活環境に比較して劣悪
・怪我や病気になっても船上で交代できない

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
気
を
使
う
こ
と

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
な
仕
事
で
あ
る
こ
と

危
険
物
、
貨
物
の
管
理
に
気
を
使
う
こ
と

船
舶
運
航
業
務
の
ほ
か
に
、
書
類
作
成
に
時
間

を
使
う
こ
と

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と

船
内
の
限
ら
れ
た
環
境
で
長
期
間
生
活
す
る

こ
と

常
時
動
揺
し
、
騒
音
の
あ
る
環
境
下
で
長
期

間
生
活
す
る
こ
と

限
ら
れ
た
人
た
ち
と
職
務
や
生
活
を
長
期
間

す
る
こ
と

船
内
で
他
の
船
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
な
い
こ
と

船
内
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
が
取
れ
な
い
こ

と

陸
上
の
家
族
、
友
人
、
恋
人
と
連
絡
が
取
れ
な

い
こ
と

携
帯
電
話
が
使
え
な
い
こ
と

陸
上
の
家
族
や
友
人
と
会
う
機
会
が
な
い
こ

と

睡
眠
時
間
が1

日
に
連
続
し
て7

時
間
以
上
取

れ
な
い
こ
と

自
由
な
時
間
が1

日
に8

時
間
以
上
な
い
こ
と

酷
寒
や
酷
暑
の
ス
タ
ン
バ
イ
時
等
は
、
過
酷
な

長
期
労
働
で
あ
る
こ
と

入
出
港
時
な
ど
は
時
間
制
限
の
あ
る
労
働
と

な
る
こ
と

食
事
は
決
め
ら
れ
た
量
以
上
に
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と

食
事
メ
ニ
ュ
ー
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

飲
酒
の
機
会
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

喫
煙
場
所
や
時
間
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

運
動
を
す
る
機
会
が
充
分
に
な
い
こ
と

趣
味
に
没
頭
で
き
る
機
会
が
充
分
に
な
い
こ

と

ア
ウ
ト
ド
ア
の
趣
味
が
で
き
な
い
こ
と

気
の
合
わ
な
い
上
長
と
乗
船
す
る
こ
と

気
の
合
わ
な
い
部
下
と
乗
船
す
る
こ
と

話
を
す
る
船
員
が
限
ら
れ
た
人
に
な
り
が
ち

こ
と

非常に かなり

資料8
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乗船中のストレス解消

乗船中のストレス解消のトップ3は、次のとおり。

第1位 睡眠を十分にとること。
第2位 趣味や運動を楽しむこと。

家族、友人等と連絡をとること。
第3位 携帯電話を使うこと。

ストレス解消コメント（抜粋）
• 停泊中の外出(買物、散歩等)
• 仲の良いもの同士でお酒を楽しむ。
• 読書、DVD鑑賞、パソコンやゲームなどで

一人の時間を楽しむ。
• 食事の質を高める。
• 自室での映画鑑賞や音楽鑑賞
• インターネットによる外部との通信
• 港での上陸リフレッシュ
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友
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資料9
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アンケートのフリーコメント（抜粋）
• 休暇が少ない。

• 会社は、自社の運航する船について何がきついか、どれほど無理をして船を動かしているか
を知るべきだと思う。

• 船舶によっては上位職の船員がパワハラをしているから、下位職の人は嫌気をさして離職す
る人が多い。

• ストレスの多くは人間関係だと思う。

• 上司などの人間関係がうまく行かない際や、パワハラと感じる言動や行動を受けている際に、
気軽に会社に相談できる環境が整っていない。

• メンタルヘルスをよくしていくためには、船内の環境設備及び乗船期間と休暇期間のバランス
が重要である。

• 小手先だけの対策ではなく抜本的な構造改革が必要。船員の仕事に魅力を感じながらも労
働環境の悪さに精神的な苦痛を感じている同僚は多い。

• 昔からの慣習や決まりごとが多すぎる。特に食事は苦痛を感じる。座席は自由にしてほしい。
• 運動設備の充実を徹底すべき。ストレスの解消、深い睡眠につながる。

• 業務量は年々増加するものの人員は一同に増える気配もなく、これではストレスが増加して
いくのは一目瞭然である。

• 船員業務効率化を推進させるため、インターネット環境の強化を行い、現場の業務負荷を下
げて頂ければ、メンタルヘルス問題も大きく改善すると思う。

資料10
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今後の作業予定

・今後は、アンケート結果をより詳細に集計・分析し、報告書として取り
まとめる。

（外航別、内航別、職種別、年令別等でそれぞれ集計・分析する等）

・さらに、報告書に基づき、31年度中を目途に、船員ストレスチェック簡
易調査票、船員タルヘルス対策マニュアル等を作成する。

資料11

以上
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